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に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
現
象
と
言
え
る
。

先
行
研
究
の
状
況
を
見
る
に
、
大
津
有
一
氏
「
切
臨
の
伊
勢
物
語
集

註③

」
と
山
本
登
朗
氏
「
鉄
心
斎
文
庫
　
伊
勢
物
語
集
註
　
解
題④

」、「
伊
勢

物
語
集
註
の
位
置⑤

」
な
ど
あ
る
が
、
書
誌
デ
ー
タ
、
概
要
な
ど
に
つ
い
て

の
紹
介
が
中
心
で
、
漢
籍
引
用
の
仕
方
、
注
釈
態
度
な
ど
に
関
す
る
具
体

的
な
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
宗
祇
・
三
条
西
家
流
を

中
心
と
す
る
旧
注
の
研
究
の
中
で
の
言
及
は
あ
る
が
、『
集
註
』
を
中
心

と
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
で
あ
る
。
本
論
文
は
、『
集
註
』
に

お
け
る
『
毛
詩
』
引
用
部
分
に
注
目
し
、『
毛
詩
』
の
引
用
実
態
と
『
集

註
』
の
注
釈
態
度
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
　
　
一

最
初
に
結
論
的
な
こ
と
を
先
取
り
し
て
言
う
と
、『
集
註
』
が
引
用
す

る
『
毛
詩
』
は
直
接
引
用
で
は
な
く
、
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
〜

一
五
五
〇
）
に
よ
る
『
毛
詩
』
の
聞
書
『
毛
詩
抄
』
を
経
由
し
て
引
用
し

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
第
六
段
注
と
第
二
十
三

段
注
を
具
体
例
と
し
て
と
り
あ
げ
て
考
察
し
た
い
。
第
六
段
注
と
第
二
十

三
段
注
を
例
と
し
て
考
察
す
る
理
由
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
集
註
』
の
『
毛

詩
』
引
用
の
典
型
的
な
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
と
言
え
る
た
め
で
あ
る
。
第
六

は
じ
め
に

『
伊
勢
物
語
集
註
』（
以
下
、『
集
註
』
と
す
る
）
は
、
一
華
堂
切
臨

（
一
五
九
一
―
一
六
六
二
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
伊
勢
物
語
』
の
注

釈
書
で
あ
る
。
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
九
月
に
成
立
し
、
慶
安
五
年

（
一
六
五
二
）
に
初
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
序
文
に
よ
る
と
、
当
時
流
布

し
て
い
た
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
や
『
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
』
に
は
書
写
の

誤
り
が
多
く
、
相
伝
の
正
義
の
遺
漏
も
多
い
た
め
、
諸
注
を
参
照
・
取
捨

選
択
し
、
三
条
西
実
澄
か
ら
切
臨
の
師
で
あ
る
乗
阿
へ
伝
え
ら
れ
た
「
奥

義
」
を
軸
に
構
成
し
た
も
の
と
い
う①

。
そ
の
中
に
『
毛
詩
』（
詩
経
）、

『
周
易
』、『
礼
記
』
な
ど
の
経
書
を
中
心
と
す
る
五
十
部
近
く
の
漢
籍
を

詳
し
く
引
用
す
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。

特
に
『
毛
詩
』
を
引
用
す
る
注
釈
は
、
百
二
十
五
段
の
う
ち
、
四
十
一

段
が
あ
る②

。
さ
ら
に
、
初
段
注
の
中
に
『
毛
詩
』
を
一
回
以
上
引
用
す
る

場
合
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、『
集
註
』
第
一
段
注
に
は
『
毛
詩
』
の

小
雅
「
采
薇
」、
邶
風
「
柏
舟
」、
鄭
風
「
将
仲
子
」、
小
雅
「
賓
之
初

筳
」、
王
風
「
葛
藟
」
と
い
う
五
つ
の
篇
、
第
六
段
注
に
、『
毛
詩
』
の
小

雅
「
采
薇
」、
鄭
風
「
大
叔
于
田
」、
鄘
風
「
桑
中
」、
秦
風
「
黄
鳥
」
と

い
う
四
つ
の
篇
が
そ
れ
ぞ
れ
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
毛
詩
』

を
高
頻
度
で
引
用
す
る
の
は
、『
集
註
』
以
前
の
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
書

　
　『
伊
勢
物
語
集
註
』
に
お
け
る
『
毛
詩
』
の
引
用

安
　
　
　
　
　
倩
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段
注
は
、『
毛
詩
抄
』
を
忠
実
に
引
用
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
に
対

し
、
第
二
十
三
段
注
は
、『
毛
詩
抄
』
か
ら
得
た
儒
教
的
な
概
念
を
ふ
ま

え
て
『
伊
勢
物
語
』
を
注
釈
し
て
い
る
。

『
伊
勢
物
語
』
第
六
段
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

む
か
し
、
男
あ
り
け
り
。
女
の
え
得
ま
じ
か
り
け
る
を
、
年
を
経

て
よ
ば
ひ
わ
た
り
け
る
を
、
か
ら
う
じ
て
盗
み
出
で
て
、
い
と
暗
き

に
来
け
り
。
芥
川
と
い
ふ
河
を
率
て
い
き
け
れ
ば
、
草
の
上
に
置
き

た
り
け
る
露
を
、「
か
れ
は
何
ぞ
」
と
な
む
男
に
問
ひ
け
る
。
ゆ
く

先
お
ほ
く
、
夜
も
ふ
け
に
け
れ
ば
、
鬼
あ
る
所
と
も
し
ら
で
、
神
さ

へ
い
と
い
み
じ
う
鳴
り
、
雨
も
い
た
う
降
り
け
れ
ば
、
あ
ば
ら
な
る

倉
に
、
女
を
ば
奥
に
お
し
入
れ
て
、
男
、
弓
、
胡
簶
を
負
ひ
て
戸
口

に
を
り
、
は
や
夜
も
明
け
な
む
と
思
つ
つ
ゐ
た
り
け
る
に
、
鬼
は
や

一
口
に
食
ひ
て
け
り
。「
あ
な
や
」
と
い
ひ
け
れ
ど
、
神
鳴
る
さ
わ

ぎ
に
、
え
聞
か
ざ
り
け
り
。
や
う
や
う
夜
も
明
け
ゆ
く
に
、
見
れ
ば

率
て
来
し
女
も
な
し
。
足
ず
り
を
し
て
泣
け
ど
も
か
ひ
な
し
。

�

白
玉
か
何
ぞ
と
人
の
問
ひ
し
時
つ
ゆ
と
こ
た
へ
て
消
え
な
ま
し
も

の
を

こ
れ
は
、
二
条
の
后
の
、
い
と
こ
の
女
御
の
御
も
と
に
、
仕
う
ま
つ

る
や
う
に
て
ゐ
た
ま
へ
り
け
る
を
、
か
た
ち
の
い
と
め
で
た
く
お
は

し
け
れ
ば
、
盗
み
て
負
ひ
て
い
で
た
り
け
る
を
、
御
兄
、
堀
河
の
大

臣
、
太
郎
国
経
の
大
納
言
、
ま
だ
下
﨟
に
て
、
内
裏
へ
参
り
た
ま
ふ

に
、
い
み
じ
う
泣
く
人
あ
る
を
聞
き
つ
け
て
、
と
ど
め
て
と
り
か
へ

し
た
ま
う
て
け
り
。
そ
れ
を
か
く
鬼
と
は
い
ふ
な
り
け
り
。
ま
だ
い

と
若
う
て
、
后
の
た
だ
に
お
は
し
け
る
時
と
や
。

こ
こ
で
は
傍
線
部
の
「（
男
）
弓
、
胡
簶
を
負
ひ
て
」
に
注
目
し
た

い
。「
弓
、
胡
簶
」
に
つ
い
て
、『
集
註
』
は
次
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い

る
。（『
集
註
』
本
文
に
は
適
宜
、
句
読
点
を
付
し
た
。
そ
れ
以
外
は
す
べ

て
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
）

詩
経
采さ

い

薇び
の
篇
に
、
弓
と
は
糸い
と

に
て
ま
き
漆う
る
しに
て
ぬ
り
し
こ
め
た
を

云
。
弭ゆ
み

は
象ぞ
う

の
骨ほ
ね

に
て
本も
と

末す
え

の
は
ず
を
か
ざ
り
、
白し
ら

木き

の
ぬ
ら
ぬ
を

云
。
魚
ぎ
よ
の
や
な
ぐ
ひ
服
と
云
は
、
魚ぎ
よ

と
云
獣け
も
のの
皮か
は

に
て
し
た
る
、
や
な
ぐ
ひ
也
。

盛
矢
器
也
。
と
て
矢や

を
収
る
物
也
。

毛
詩
の
四
巻
大
叔
于ウ

田
ノ
篇
ニ
曰
ク
、
抑
シ
カ
ル
ヒ
ト
ニ

釈ト
ク

レ

棚
ヤ
ナ
グ
ヒ
ヲ

忌

抑
シ
カ
ル
ヒ
ト
ニ

鬯
ニ
ス

弓
ヲ
忌
云
云
。
抑
と
は
大
叔シ
ク

を
さ
す
、
田カ
リ

は
て
ゝ
、
弓
矢ヤ

を
と
り
を

く
也
。
忌き

は
置を

き

字じ

也
、
よ
ま
ぬ
也
。
毛も

う
ち
や
う萇が

曰
く
棚
ハ
所ユ
ヘ
ン
以
覆オ

ホ
フレ

矢
ヲ
也
と
は
、
矢や

筒づ
つ

の
蓋ふ
た

也
。

矢
を
入
い
れ
ん

為た
め

に
蓋ふ
た

を
と
る
也
。
小を

笠が
さ

原は
ら

家け

に
秘ひ

蔵さ
う

す
る
字
也
。
菔
や
な
ぐ
ひは

西
の
宮
の
抄
に
あ
り
、
胡や
な
ぐ
ひ簶
は
玉ゴ
ク

篇
ニ
曰
ク

簶ロ
ク
ハ

胡
‐
箭
ノ
室シ
ツ

也
。

左さ

伝で
ん

昭
二
十
五
年
ニ
曰
、
公コ
ウ

徒ト

執ト
テ

レ

冰ヤ
ナ
ク
ヒ
ヲ而
踞ア
ソ
フ

レ
水ミ
ツ

云ニ

々
。
服ふ
く

虔け
ん

が
注

に
冰
ハ
犢と
く

丸ぐ
け
ん

蓋の
ふ
た

と
す
、
矢や

筒づ
つ

の
蓋ふ
た

也
。
其そ
れ

に
て
飲い
ん

を
取と
る

べ
し
と
あ

り
、
水み
づ

な
ど
呑の
む

や
う
な
る
物
也
。

こ
こ
で
は
『
毛
詩
』
の
「
采
薇
」
と
「
大
叔
于
田
」
の
、「
弓
や
な
く

ひ
」
に
か
か
わ
る
内
容
を
引
用
し
て
い
る
。「
采
薇
」
篇
に
つ
い
て
の
引

用
部
分
、「
弭
は
象
の
骨
に
て
本
末
の
は
ず
を
か
ざ
り
、
白
木
の
ぬ
ら
ぬ

を
云
。
魚
服
と
云
は
、
魚
と
云
獣
の
皮
に
て
し
た
る
、
や
な
ぐ
ひ
也
。
盛

矢
器
也
。
と
て
矢
を
収
る
物
也
」
は
、「
弭
」、「
魚
服
」
の
語
釈
と
見
ら

れ
る
。『
毛
詩
』「
采
薇
」
篇
の
、

駕
彼
四
牡
　
四
牡
騤
騤
　
　

君
子
所
依
　
小
人
所
腓
　
　

四
牡
翼
翼
　
象
弭
魚
服
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と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、『
毛
詩
抄
』
に
、

象
の
骨
を
も
つ
て
、
も
と
は
ず
、
末
は
ず
を
、
か
ざ
つ
た
弓
ぞ
。
魚

は
獣
ぞ
。
う
を
で
は
な
い
、
東
海
に
あ
る
ぞ
。
そ
の
皮
で
し
た
、
や

な
ぐ
ひ
ぞ
。
矢
を
い
る
ゝ
も
の
ぞ
。
周
礼
に
、
夏
官
の
司
弓
矢
職

に
、
仲
秋
献
矢
服
。
注
、
服
は
盛
矢
器
也
、
以
獣
皮
為
之
。
弓
は
糸

を
も
つ
て
、
あ
そ
こ
こ
ゝ
を
ま
い
て
、
漆
で
ぬ
つ
た
、
し
こ
め
た

を
、
弓
と
云
、
し
こ
め
ぬ
を
ば
弭
と
云
ぞ
。
象
の
骨
を
も
つ
て
か
ざ

つ
た
を
、
弭
と
云
ぞ
。
ゆ
み
を
は
づ
い
て
を
く
と
き
に
、
そ
つ
て
あ

る
程
に
、
そ
れ
る
ゆ
み
と
云
ぞ
。

と
あ
る
こ
と
と
共
通
し
、
内
容
も
ほ
ぼ
一
致
す
る⑧

。『
集
註
』
に
は
「
毛

詩
…
曰
」、「
毛
萇
曰
」
な
ど
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
原
典
か
ら
の
直
接
引

用
で
は
な
く
、『
毛
詩
抄
』
経
由
の
引
用
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
推
測

さ
れ
る
。

具
体
的
に
見
る
と
、『
集
註
』
の
「
弭
は
象
の
骨
に
て
本
末
の
は
ず
を

か
ざ
り
、
白
木
の
ぬ
ら
ぬ
を
云
」
は
、「
毛
伝
」
の
「
弓
反
末
也
」、「
鄭

箋
」
の
「
弭
弓
反
末
弩
者
、
以
象
骨
為
之
」
等
を
ふ
ま
え
た
『
毛
詩
抄
』

の
記
事
と
内
容
的
に
共
通
す
る
。
ま
た
、『
集
註
』
の
「
魚
服
と
云
は
、

魚
と
云
獣
の
皮
に
て
し
た
る
、
や
な
ぐ
ひ
也
。
盛
矢
器
也
。
と
て
矢
を
収

る
物
也
」
の
部
分
も
、「
毛
伝
」
の
「
魚
服
、
魚
皮
也
」、「
鄭
箋
」
の

「
服
、
矢
服
也
」
を
ふ
ま
え
た
と
見
ら
れ
る
『
毛
詩
抄
』
の
「
魚
は
獣

ぞ
。
う
を
で
は
な
い
、
東
海
に
あ
る
ぞ
。
そ
の
皮
で
し
た
、
や
な
ぐ
ひ

ぞ
。
矢
を
い
る
ゝ
も
の
ぞ
」
と
類
似
し
て
い
る
。
つ
ま
り
『
集
註
』
の

「
象
弭
魚
服
」
に
つ
い
て
の
説
明
は
、『
毛
詩
』
注
釈
を
ふ
ま
え
た
『
毛
詩

抄
』
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、『
集
註
』
は
そ
の
『
毛
詩
抄
』
に
依
拠
し
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

豈
不
日
戒
　
玁
狁
孔
棘

と
、『
毛
詩
抄⑥

』
の
、

彼
の
四
牡
に
駕
す
、
四
牡
騤ク
ヰ

騤
た
り
。

君
子
の
依
る
所
、
小
人
の
腓
る
所
な
り
。

四
牡
翼ヨ
ク

翼
た
り
。
象
の
弭
ゆ
み
は
ず

・
魚
の
服
や
な
ぐ
ひ

あ
り
。

豈
曰
に
戒い
ま
し

め
さ
ら
む
や
。
玁
狁
孔
だ
棘す
み
や

か
な
り
。

と
を
あ
わ
せ
て
見
る
と
、『
毛
詩
抄
』
は
傍
線
を
付
し
た
「
象
弭
魚
服
」

に
関
す
る
言
及
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

　
　「
毛
伝⑦

」
で
は
、

象
弭
、
弓
反
末
也
、
所
二
以
解
一レ
紒
也
。
魚
服
、
魚
皮
也
。

　
　「
鄭
箋
」
で
は
、

弭
弓
反
末
弩
者
、
以
二
象
骨
一
為
レ
之
。
以
助
三
御
者
解
二
髻
一
、
宜
レ

滑
也
。
服
、
矢
服
也
。

と
見
ら
れ
、
ま
た
、『
毛
詩
正
義
』
で
は
、

正
義
曰
、
釈
器
云
、
弓
有
レ
縁
者
謂
二
之
弓
一
。
孫
炎
曰
、
縁
謂
二
繳

束
而
漆
一レ
之
。
又
曰
、
無
レ
縁
者
謂
二
之
弭
一
。
孫
炎
曰
、
不
二
以
一レ
繳

束
、
骨
飾
二
両
頭
一
者
也
。
然
則
弭
者
、
弓
稍
之
名
、
以
二
象
骨
一
為
レ

之
。
是
弓
之
末
弭
。
弛
レ
之
則
反
曲
、
故
云
、
象
弭
為
二
弓
反
末
一

也
。
縄
索
有
レ
結
、
用
レ
以
解
レ
之
、
故
曰
、
所
二
以
解
一レ
紒
也
。
紒

与
レ

結
義
同
。
魚
服
、
以
二

魚
皮
一

為
二

矢
服
一
、
故
云
二

魚
服
魚

皮
一
。
左
伝
曰
、
帰
二
夫
人
魚
軒
一
。
服
虔
云
、
魚
獣
名
。
則
魚
皮
又

可
二
以
飾
一レ
車
也
。
陸
機
疏
曰
、
魚
服
、
魚
獣
之
皮
也
。
魚
獣
以
レ

猪
、
東
海
有
レ
之
。
其
皮
上
斑
文
、
腹
下
純
青
。
今
以
為
二
弓
鞬
步

叉
一
者
也
。（
中
略
）
夏
官
・
司
弓
矢
職
曰
、
仲
秋
献
二
矢
服
一
、
注

云
、
服
、
盛
レ
矢
器
也
、
以
二
獣
皮
一
為
レ
之
。
是
矢
器
謂
二
之
服
一
也
。
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為
に
蓋
を
と
る
也
」
と
い
う
部
分
は
、「
毛
伝
」
の
引
用
と
説
明
の
よ
う

に
見
え
る
が
、『
毛
詩
抄
』
の
「
矢
を
入
う
と
て
、
矢
筒
の
ふ
た
を
取
た

ぞ
」、「
掤
は
矢
づ
つ
の
ふ
た
ぞ
」
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
『
集
註
』
は
「
大
叔
于
田
」
の
原
文
や

「
毛
伝
」
な
ど
を
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、「
采
薇
」
篇
の
引
用

と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
は
『
毛
詩
抄
』
と
共
通
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
。

『
集
註
』
の
『
毛
詩
』
は
『
毛
詩
』
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
だ
け
で

な
く
、「
伝
箋
」、
さ
ら
に
『
毛
詩
正
義
』
な
ど
、『
毛
詩
』
と
と
も
に
享

受
さ
れ
た
注
釈
書
を
経
由
し
た
引
用
で
も
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
続
く
部
分
、「
小
笠
原
家
に
秘
蔵
す
る
字
也
」
に
注
目
し
た
い
。

こ
の
「
小
笠
原
家
」
は
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
武
家
故
実
の
流
派
で

あ
る
。
弓
馬
術
・
礼
法
の
武
家
故
実
の
伝
承
を
徳
川
家
に
伝
え
て
一
流
を

成
し
、
小
笠
原
流
と
称
す
。
江
戸
時
代
に
は
兵
学
や
軍
学
の
み
な
ら
ず
、

礼
儀
作
法
と
し
て
小
笠
原
流
が
流
行
し
た⑨

。
こ
の
「
小
笠
原
家
に
秘
蔵
す

る
字
也
」
の
「
字
」
と
は
、
直
前
の
「
毛
萇
曰
棚
所
以
覆
矢
也
と
は
、
矢

筒
の
蓋
也
。
矢
を
入
為
に
蓋
を
と
る
也
」
の
内
容
と
関
連
し
て
、「
棚

（
掤
）」
を
指
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

『
集
註
』
の
「
小
笠
原
家
に
秘
蔵
す
る
字
也
」
の
部
分
は
何
を
根
拠
と

し
て
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、「
抑
釈
掤
忌
　
抑

鬯
弓
忌
」
に
つ
い
て
、『
毛
詩
正
義
』
に
、

掤
、
所
二
以
覆
一レ
矢
。
鬯
弓
、
弢
弓
。
箋
云
、
射
者
盖
レ
矢
弢
レ
弓
、

言
二
田
事
畢
一
。
掤
音
冰
、
所
二
以
覆
一レ
矢
也
。
馬
云
、
櫝
丸
盖
也
。

杜
予
云
、
櫝
丸
、
箭
筒
也
。
鬯
、
敕
亮
反
。
弢
、
吐
刀
反
。
疏
叔
于

至
二
弓
忌
一
。
正
義
曰
、
毛
以
為
、
叔
往
二
田
猟
一
之
時
、
乗
二
一
乗
之

鴇
馬
一
。
其
内
両
服
、
則
斉
二
其
頭
首
一
、
其
外
両
驂
、
進
止
如
二
御

次
に
、『
集
註
』
が
「
毛
詩
四
巻
大
叔
于
田
篇
曰
、
抑
釈
棚
忌
抑
鬯
弓

忌
云
」
と
、『
毛
詩
』「
大
叔
于
田
」
に
言
及
し
て
い
る
部
分
を
見
た
い
。

引
用
さ
れ
る
「
抑
釈
棚
忌
抑
鬯
弓
忌
云
」
は
、『
毛
詩
』「
大
叔
于
田
」
に
、

叔
于
田
　
　
乗
乗
鴇

両
服
斉
首
　
両
驂
如
手

叔
在
薮
　
　
火
烈
具
阜

叔
馬
慢
忌
　
叔
発
罕
忌

抑
釈
掤
忌
　
抑
鬯
弓
忌

と
見
ら
れ
、『
毛
詩
抄
』
で
は
、

叔
が
田か

り

に
于
く
と
き
に
、
乗
鴇ホ

ウ

に
乘
る
。

両
服
首か
し
ら

を
斉ひ
と

し
う
す
、
両
驂
手
の
如
し
。

叔
が
薮
に
在
る
と
き
に
、
火
烈
し
て
具と
も

に
阜さ
か
ん

な
り
。

叔
が
馬
・
慢お
そ

し
、
叔
発は
な

つ
こ
と
罕ま
れ
ら

な
り
。

抑し
か
る

ひ
と
に
し
て
掤
や
な
ぐ
ひ

を
釈と

く
、
抑
ひ
と
に
し
て
弓
を
鬯
ゆ
み
ぶ
く
ろ

に
す
。

と
あ
る
。『
毛
詩
』
原
文
や
『
毛
詩
抄
』
の
「
抑
釈
掤
忌
」
の
「
掤
」

は
、『
集
註
』
で
「
棚
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、「
棚
」
に
つ
い
て
、「
ヤ

ナ
グ
ヒ
」
と
い
う
読
み
を
記
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
毛
詩
』
や
『
毛

詩
抄
』
の
「
掤
」
を
「
棚
」
と
誤
写
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

『
集
註
』
の
「
大
叔
于
田
」
篇
の
引
用
は
、「
抑
と
は
大
叔
を
さ
す
、

田
は
て
ゝ
、
弓
矢
を
と
り
を
く
也
。
忌
は
置
字
也
、
よ
ま
ぬ
也
」
と
、

「
抑
」、「
忌
」
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
内
容

は
、「
鄭
箋
」
に
「
射
者
蓋
レ
矢
弢
レ
弓
、
言
二
田
事
畢
一
」、「
毛
伝
」
に

「
忌
、
辞
也
」
と
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
『
毛
詩
抄
』
に
「
抑
、

大
叔
を
さ
い
た
ぞ
」、「
忌
は
を
き
字
と
云
心
ぞ
」
と
あ
る
。

『
集
註
』
の
「
毛
萇
曰
棚
所
以
覆
矢
也
と
は
、
矢
筒
の
蓋
也
。
矢
を
入
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た
を
取
た
ぞ
。
左
の
昭
二
十
五
に
、
公
徒
執
冰
而
踞
、
氷
と
掤

と
が
同
物
ぞ
。
踞
は
ア
ソ
ブ
　
ウ
ズ
イ
セ
リ
　
ア
ダ
ユ
キ
ス
　

三
の
点
が
あ
る
ぞ
。
掤
は
矢
づ
つ
の
ふ
た
ぞ
。
服
虔
注
に
、
氷

は
犢
丸
の
蓋
と
し
た
。
矢
づ
ゝ
の
ふ
た
の
事
ぞ
。
其
ふ
た
で
飲

を
と
る
べ
し
と
し
た
程
に
、
水
な
ど
を
も
の
む
様
な
物
ぞ
。
ま

う
狩
が
は
つ
る
程
に
、
弓
を
も
ゆ
み
袋
へ
入
た
ぞ
。
鬯
は
盛
弓

器
ぞ
。
弓
を
弛
し
て
鬯
中
へ
入
た
ぞ
。
大
全
に
は
弓
囊
也
と
し

た
ぞ
。
韔
と
同
。
注
、
蓋
と
云
は
、
矢
に
も
ふ
た
を
し
て
置

ぞ
。
弢
も
弓
ぶ
く
ろ
迄
ぞ
。

「
抑
釈
掤
忌
　
抑
鬯
弓
忌
」
に
つ
い
て
、「
小
笠
原
家
に
秘
蔵
す
る
字

共
ぞ
」
と
い
う
指
摘
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
他
の
『
毛
詩
』

の
注
釈
書
や
聞
書
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
説
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、『
集
註
』
の
「
小
笠
原
家
に
秘
蔵
す
る
字
也
」
は
『
毛
詩

抄
』
を
経
由
し
た
引
用
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
『
毛
詩
抄
』
に
、「
左
の
昭
二
十
五
に
、
公
徒
執
冰
而
踞
、
氷
と

掤
と
が
同
物
ぞ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
春
秋
左
氏
伝
』「
昭
公
二
十
五

年
」
の
「
公
徒
釈
甲
執
冰
而
踞
」
を
指
す
。
こ
の
「
氷
」
字
は
、「
掤
」

と
同
じ
く
、「
矢
筒
の
ふ
た
」
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
内
容
は
、『
春
秋
左

伝
正
義⑩

』
の
、

公
徒
釈
レ
甲
執
レ
冰
而
踞
。
言
無
二
戦
心
一
也
。
冰
、
櫝
丸
蓋
。
或
云

櫝
丸
是
箭
筩
。
其
蓋
可
二
以
取
一レ
飲
。
踞
音
据
、
櫝
音
独
、
丸
、
胡

官
反
、
筩
音
童
、
又
音
動
、
一
音
勇
。
疏
公
徒
至
二
而
踞
一
。
正
義

曰
、
二
十
七
年
伝
説
二
此
事
一
云
、
豈
其
伐
レ
人
而
説
レ
甲
執
レ
冰
以

游
一
。
則
此
踞
是
游
也
。
曲
礼
云
、
遊
無
レ
倨
。
倨
是
慢
也
、
謂
傲

慢
而
遊
戲
。
注
言
無
至
二
取
飲
一
。
正
義
曰
、
賈
逵
云
、
冰
、
櫝
丸

者
之
手
一
。
乗
二
此
車
馬
一
、
従
レ
公
田
猟
。
叔
之
在
二
於
藪
一
也
、
火

有
二
行
列
一
、
其
光
俱
盛
。
及
二
田
之
将
一レ
罷
、
叔
之
馬
既
遅
矣
、
叔

発
レ
矢
又
希
矣
。
及
二
其
田
畢
一
、
抑
者
叔
釈
レ
掤
以
覆
レ
矢
矣
、
抑
者

叔
執
レ
鬯
以
弢
レ
弓
矣
。
既
美
二
叔
之
多
才
一
、
遂
終
レ
説
二
其
田
之

事
一
。
鄭
唯
如
レ
手
、
如
二
人
手
相
助
一
為
レ
異
。
余
同
。
以
如
者
比
二

諸
外
物
一
、
故
易
レ
伝
。
伝
、
驪
白
雑
毛
曰
レ
鴇
。
正
義
曰
、
釈
畜

文
。
郭
璞
曰
、
今
呼
レ
之
為
二
烏
騘
一
。
慢
、
遅
。
罕
、
希
者
。
以
二

惰
誤
者
一
必
遅
緩
、
故
慢
為
レ
遅
也
。
釈
詁
云
、
希
、
罕
也
。
是
罕

為
レ
希
也
。
伝
掤
所
収
至
二
弢
弓
一
。
正
義
曰
、
昭
二
十
五
年
左
伝

云
、
公
徒
執
レ
冰
而
踞
。
字
雖
レ
異
、
音
義
同
。
服
虔
云
、
冰
、
櫝

丸
蓋
。
杜
予
云
、
或
説
櫝
丸
是
箭
筩
、
其
蓋
可
二
以
取
一レ
飲
。
先
儒

相
伝
掤
為
二
覆
レ
矢
之
物
一
。
且
下
句
言
レ
鬯
レ
弓
、
明
二
上
句
一
言
レ

覆
レ
矢
可
レ
知
矣
。
故
云
、
掤
所
二
以
覆
一レ
矢
。
鬯
者
、
盛
レ
弓
之

器
。
鬯
弓
、
謂
弢
レ
弓
而
納
二
之
鬯
中
一
。
故
云
鬯
レ
弓
弢
レ
弓
、
謂

藏
レ
之
也
。

と
あ
る
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
中
に
「
掤
」
に
つ
い
て
の
注
釈
が
あ
る

が
、「
小
笠
原
家
に
秘
蔵
す
る
字
」
に
か
か
わ
る
内
容
が
見
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
集
註
』
の
こ
の
理
解
は
「
伝
箋
」
や
『
毛
詩
正
義
』

な
ど
中
国
の
注
釈
書
か
ら
の
引
用
と
は
い
え
な
い
。
ゆ
え
に
日
本
の
、
特

に
中
世
の
『
毛
詩
』
の
注
釈
書
や
聞
書
な
ど
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。

次
に
、
先
に
あ
げ
た
『
毛
詩
抄
』「
大
叔
于
田
」
篇
の
引
用
部
に
注
目

し
た
い
。

抑
釈
掤
忌
　
抑
鬯
弓
忌

小
笠
原
家
に
秘
蔵
す
る
字
共
ぞ
。
矢
を
入
う
と
て
、
矢
筒
の
ふ
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と
見
ら
れ
る
。『
集
註
』
に
も
「
左
伝
昭
二
十
五
年
曰
、
公
徒
執
冰
而
踞

水
云
々
。
服
虔
が
注
に
冰
犢
丸
蓋
と
す
、
矢
筒
の
蓋
也
。
其
に
て
飲
を
取

べ
し
と
あ
り
、
水
な
ど
呑
や
う
な
る
物
也
」
と
あ
り
、「
左
伝
昭
二
十
五

年
」
と
明
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
『
毛
詩
抄
』
を
経
由
し
た
引
用
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

以
上
の
よ
う
に
、『
伊
勢
物
語
』
第
六
段
の
「
弓
や
な
く
ひ
」
を
注
釈

す
る
際
、『
集
註
』
は
「
弓
や
な
く
ひ
」
に
か
か
わ
っ
て
『
毛
詩
』
を
出

典
と
明
記
し
て
「
采
薇
」
と
「
大
叔
于
田
」
の
引
用
し
て
い
る
が
、
内
容

的
に
は
『
毛
詩
抄
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
「
小
笠
原
家
に
秘
蔵
す
る
字
共

ぞ
」
と
い
う
部
分
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
集
註
』
が
引
用
す
る

『
毛
詩
』
は
、『
毛
詩
』
原
典
、
あ
る
い
は
『
毛
詩
』
と
と
も
に
享
受
さ
れ

た
「
伝
箋
」、『
毛
詩
正
義
』
な
ど
中
国
の
『
毛
詩
』
注
釈
書
で
は
な
く
、

『
毛
詩
抄
』
に
依
拠
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、『
毛
詩
抄
』
の

独
自
の
語
釈
だ
け
で
は
な
く
、『
毛
詩
抄
』
が
『
毛
詩
正
義
』
か
ら
引
用

す
る
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
つ
い
て
も
『
集
註
』
が
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
、『
集
註
』
第
六
段
注
は
、『
毛

詩
抄
』
を
忠
実
に
引
用
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。

　
　　

二

次
に
、『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
に
注
目
し
た
い
。
原
文
は
以
下
と

な
る
。　

む
か
し
、
ゐ
な
か
わ
た
ら
ひ
し
け
る
人
の
子
ど
も
、
井
の
も
と
に

い
で
て
遊
び
け
る
を
、
お
と
な
に
な
り
に
け
れ
ば
、
男
も
女
も
は
ぢ

か
は
し
て
あ
り
け
れ
ど
、
男
は
こ
の
女
を
こ
そ
得
め
と
思
ふ
、
女
は

こ
の
男
を
と
思
ひ
つ
つ
、
親
の
あ
は
す
れ
ど
聞
か
で
な
む
あ
り
け
る
。

蓋
也
。
則
是
相
伝
為
二
此
言
一
也
。
方
言
曰
、
弓
藏
謂
二
之
鞬
一
、
或

謂
二
之
櫝
丸
一
。
如
二
彼
文
一
、
則
櫝
丸
是
盛
レ
弓
者
也
。
此
或
説
櫝
丸

是
箭
筩
、
其
蓋
可
二
以
取
一レ
飲
。
十
三
年
伝
云
、
司
鐸
射
二
奉
壺
一

飲
レ
冰
、
謂
執
レ
此
也
。
詩
云
、
抑
釈
レ
掤
忌
、
抑
鬯
レ
弓
忌
。
鬯
藏
レ

弓
、
則
冰
藏
レ
矢
也
。
毛
伝
云
、
掤
所
以
覆
レ
矢
。
掤
与
冰
、
字
雖
レ

異
、
音
義
同
、
是
一
器
也
。

と
い
う
部
分
に
も
見
ら
れ
る
が
、『
毛
詩
正
義
』、

昭
二
十
五
年
左
伝
云
、
公
徒
執
レ
冰
而
踞
。
字
雖
レ
異
、
音
義
同
。

服
虔
云
、
冰
、
犢
丸
蓋
。
杜
予
云
、
或
説
犢
丸
是
箭
筒
、
其
蓋
可
二

以
取
一レ
飲
。
先
儒
相
伝
掤
為
二
覆
レ
矢
之
物
一
、
且
下
句
言
二
鬯
一レ
弓
。

明
上
句
言
レ
覆
レ
矢
可
レ
知
矣
、
故
云
二
掤
所
以
覆
レ
矢
一
。
鬯
者
、

盛
レ
弓
之
器
。
鬯
レ
弓
、
謂
弢
レ
弓
而
納
二
之
鬯
中
一
、
故
云
二
鬯
レ
弓

弢
一レ
弓
、
謂
蔵
レ
之
也
。

の
部
分
と
合
わ
せ
て
見
る
と
、『
毛
詩
抄
』
の
、

小
笠
原
家
に
秘
蔵
す
る
字
共
ぞ
。
矢
を
入
う
と
て
、
矢
筒
の
ふ
た
を

取
た
ぞ
。
左
の
昭
二
十
五
に
、
公
徒
執
冰
而
踞
、
氷
と
掤
と
が
同
物

ぞ
。
踞
は
ア
ソ
ブ
　
ウ
ズ
イ
セ
リ
　
ア
ダ
ユ
キ
ス
　
三
の
点
が
あ
る

ぞ
。
掤
は
矢
づ
つ
の
ふ
た
ぞ
。
服
虔
注
に
、
氷
は
犢
丸
の
蓋
と
し

た
。
矢
づ
ゝ
の
ふ
た
の
事
ぞ
。
其
ふ
た
で
飲
を
と
る
べ
し
と
し
た
程

に
、
水
な
ど
を
も
の
む
様
な
物
ぞ
。
ま
う
狩
が
は
つ
る
程
に
、
弓
を

も
ゆ
み
袋
へ
入
た
ぞ
。
鬯
は
盛
弓
器
ぞ
。
弓
を
弛
し
て
鬯
中
へ
入
た

ぞ
。
大
全
に
は
弓
囊
也
と
し
た
ぞ
。
韔
と
同
。
注
、
蓋
と
云
は
、
矢

に
も
ふ
た
を
し
て
置
ぞ
。
弢
も
弓
ぶ
く
ろ
迄
ぞ
。

傍
線
部
以
外
の
引
用
部
分
は
ほ
ぼ
『
毛
詩
正
義
』
と
一
致
し
て
お
り
、

『
春
秋
左
氏
伝
』
か
ら
で
は
な
く
、『
毛
詩
抄
』
に
基
づ
く
間
接
的
な
引
用
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君
来
む
と
言
ひ
し
夜
ご
と
に
過
ぎ
ぬ
れ
ば
頼
ま
ぬ
も
の
の
恋
ひ
つ

つ
ぞ
経
る

と
い
ひ
け
れ
ど
、
男
、
す
ま
ず
な
り
に
け
り
。

「
筒
井
筒
」
と
し
て
知
ら
れ
る
『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
で
は
、
大

和
の
女
は
幼
な
じ
み
の
男
と
結
婚
し
た
後
、
他
の
女
の
所
へ
通
う
夫
を

「
あ
し
と
思
へ
る
け
し
き
も
な
く
て
」
送
り
だ
し
、「
い
と
よ
う
化
粧
じ

て
、
う
ち
な
が
め
て
」、
さ
ら
に
「
風
吹
け
ば
沖
つ
し
ら
浪
た
つ
た
山
夜

半
に
や
君
が
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
む
」
と
歌
を
詠
み
、
夫
の
身
を
案
じ
る
。
そ

の
夫
へ
の
一
途
な
愛
に
よ
っ
て
、
つ
い
に
夫
の
心
を
取
り
戻
し
た
、
と
い

う
内
容
で
あ
る
。

『
集
註
』
は
、
こ
の
第
二
十
三
段
の
冒
頭
か
ら
、「
さ
て
、
こ
の
と
な

り
の
男
の
も
と
よ
り
、
か
く
な
む
」
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

に
注
釈
す
る
。

師
云
、
此
段
奔ほ

ん

女じ
ょ

を
刺そ
し

れ
り
。
六ろ
く

礼
行お
こ
な

ひ
、
父ぶ

母も

に
告つ
げ

ず
し
て
夫ふ
う

婦ふ

と
な
る
を
奔
女
と
い
ふ
。
畢ひ
っ
き
や
う竟
上か
み

た
る
人
礼
法ほ
う

を
行お
こ
な

は
ぬ
故
に

下し
も

乱
る
也
。
第
三
段
に
二
条
后
の
き
さ
き

を
父
母
の
お
ぼ
し
た
つ
る
事
、
礼

法
を
そ
む
き
男
女
の
別べ
つ

な
き
ゆ
へ
に
、
業
平
と
み
そ
か
ご
と
あ
り
。

同
じ
代
な
れ
ば
下し
も

々
は
上
を
似に

せ
る
習な
ら

ひ
也
。
爰こ
こ

も
父
母
に
か
く
し

て
淫い
ん

奔ほ
ん

す
、
そ
の
中
に
品し
な

い
や
し
き
は
は
や
く
捨す
て

ら
る
。
身
上
定
ら

ぬ
は
奔ほ

ん

女じ
ょ

の
常
の
事
也
。
礼
な
く
し
て
の
事
な
れ
ば
、
義ぎ

理り

を
男
女

と
も
に
思
は
ぬ
ゆ
へ
な
り
。

師
云
、
道
あ
る
世
に
は
法
を
恐お
そ
れ

て
奔ほ

ん

女じ
ょ

な
し
。
詩し

き
や
う経

大た
い
き
よ
の
へ
ん
に

車
篇

曰
、
大
車
檻か
ん

たゝ
り
、
毳せ
い

衣い

如
レ
菼た
く

。
豈に不
ニ

爾
ラ
ン
ヤ
ナ
ン
ヂ

‐
思ヲ
ハ

一いち
。
畏テ
レ
子ヲ

不ズ
レ

敢
ア
ヘ
テ
セ

云
々
。
檻
は
車
の
行ゆ
く

声
な
り
。
毳せ
い

は
大
夫ふ

の
服
也
。

古
い
に
し
え

に
は
大
夫
巡じ
ゅ
ん
か
う行
し
て
男
女
の
乱
を
正た
だ

す
、
そ
れ
が
こ
は
さ
に
、
男

さ
て
、
こ
の
と
な
り
の
男
の
も
と
よ
り
、
か
く
な
む
。

筒
井
つ
の
井
筒
に
か
け
し
ま
ろ
が
た
け
過
ぎ
に
け
ら
し
な
妹
見
ざ

る
ま
に

女
、
返
し
、

く
ら
べ
こ
し
ふ
り
わ
け
髪
も
肩
す
ぎ
ぬ
君
な
ら
ず
し
て
た
れ
か
あ

ぐ
べ
き

な
ど
い
ひ
い
ひ
て
、
つ
ひ
に
本
意
の
ご
と
く
あ
ひ
に
け
り
。

さ
て
年
ご
ろ
ふ
る
ほ
ど
に
、
女
、
親
な
く
、
頼
り
な
く
な
る
ま
ま

に
、
も
ろ
と
も
に
い
ふ
か
ひ
な
く
て
あ
ら
む
や
は
と
て
、
河
内
の

国
、
高
安
の
郡
に
、
い
き
通
ふ
所
い
で
き
に
け
り
。
さ
り
け
れ
ど
、

こ
の
も
と
の
女
、
あ
し
と
思
へ
る
け
し
き
も
な
く
て
、
い
だ
し
や
り

け
れ
ば
、
男
、
こ
と
心
あ
り
て
か
か
る
に
や
あ
ら
む
と
思
ひ
う
た
が

ひ
て
、
前
栽
の
な
か
に
か
く
れ
ゐ
て
、
河
内
へ
い
ぬ
る
か
ほ
に
て
見

れ
ば
、
こ
の
女
、
い
と
よ
う
化
粧
じ
て
、
う
ち
な
が
め
て
、

風
吹
け
ば
沖
つ
し
ら
浪
た
つ
た
山
夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
む

と
よ
み
け
る
を
聞
き
て
、
か
ぎ
り
な
く
か
な
し
と
思
ひ
て
、
河
内
へ

も
い
か
ず
な
り
に
け
り
。

ま
れ
ま
れ
か
の
高
安
に
来
て
見
れ
ば
、
は
じ
め
こ
そ
心
に
く
も
つ

く
り
け
れ
、
い
ま
は
う
ち
と
け
て
、
手
づ
か
ら
飯
匙
と
り
て
、
笥
子

の
う
つ
は
も
の
に
も
り
け
る
を
見
て
、
心
憂
が
り
て
、
い
か
ず
な
り

け
り
。
さ
り
け
れ
ば
、
か
の
女
、
大
和
の
方
を
見
や
り
て
、

君
が
あ
た
り
見
つ
つ
を
居
ら
む
生
駒
山
雲
な
か
く
し
そ
雨
は
ふ
る

と
も

と
い
ひ
て
見
だ
す
に
、
か
ら
う
じ
て
大
和
人
、「
来
む
」
と
い
へ

り
。
よ
ろ
こ
び
て
待
つ
に
、
た
び
た
び
過
ぎ
ぬ
れ
ば
、 
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名
誉
を
あ
ら
わ
す
一
段
と
し
て
注
釈
す
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

『
集
註
』
は
そ
れ
以
前
の
注
釈
書
と
ま
っ
た
く
違
う
理
解
で
、

師
云
、
闕
疑
抄
な
ど
に
、
此
女
を
有あ
り

常つ
ね

が
女む
す
め

と
名
を
指さ
す

事
あ

し
ゝ
、
有
常
が
女
は
業
平
の
本
妻
に
て
、
礼
を
以も
て

て
ま
う
け
た
り
、

爰
は
奔ほ
ん

女じ
ょ

の
事
を
云
た
る
段
也
。
古
今
も
新
古
今
に
も
有
常
が
女
と

云い
ふ

事こ
と

な
し
、
押
て
名
を
さ
す
こ
と
道だ
う

理り

に
そ
む
け
り
。

と
、
幼
な
じ
み
の
女
は
有
常
の
娘
で
は
な
く
、
こ
れ
は
「
奔
女
」
を
諷
刺

す
る
一
段
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
な
ぜ
『
集
註
』
以
前
の
『
伊
勢
物
語
』

注
釈
書
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
「
奔
女
」
と
い
う
語
が
『
集
註
』
に
あ
ら

わ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
引
用
さ
れ
て
い
る
『
毛
詩
』
と
ど
の
よ
う
な
関
係

を
持
っ
て
い
る
の
か
。
ま
ず
「
奔
女
」
に
注
目
し
よ
う
。

中
国
の
、
現
存
す
る
最
古
の
字
書
『
説
文
解
字
』
に
よ
る
と
、「
奔
」

は
夭
部
に
属
し
、
金
石
文
で
は
字
上
部
は
「
夭
」
で
、
下
部
は
三
つ
の

「
止
」
の
字
と
な
り
、「
走
る
」
の
意
味
で
あ
る
。

春
秋
時
代
を
扱
っ
た
歴
史
書
の
『
国
語
』「
周
語
上
」
に
は
、「
恭
王

游
二
于
涇
上
一
、
密
康
公
従
、
有
二
三
女
奔
一レ
之
」
が
あ
る
が
、
そ
の
中
の

「
奔
」
は
、「
な
れ
あ
ふ
。
正
式
の
礼
を
踏
ま
な
い
で
結
婚
す
る
。
野
合
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

『
毛
詩
』
の
中
で
は
、
鄘
風
「
鶉
之
奔
奔
」
篇
に
「
鶉
之
奔
奔
、
鵲
之

彊
彊
。
人
之
無
レ
良
、
我
以
為
レ
兄
」、
周
頌
「
清
廟
」
篇
に
「
対
二
越
在

天
一
、
駿
奔
走
在
レ
廟
。
不
顕
不
承
、
無
レ
射
二
於
人
一
斯
」
な
ど
の
用
例
が

あ
り
、「
奔
」
は
「
走
る
」
の
意
味
を
と
る
。
王
風
「
大
車
」
の
「
大
車

啍
啍
、
毳
衣
如
レ
璊
。
豈
不
二
爾
思
一
、
畏
レ
子
不
レ
奔
」
に
「
奔
」
が
見
ら

れ
、「
淫
奔
」
を
表
す
。

『
礼
記
』「
内
側
」
に
は
「
聘
則
為
レ
妻
、
奔
則
為
レ
妾
」
と
も
あ
る
。

を
思
は
ぬ
で
は
な
け
れ
ど
も
、
礼
を
お
こ
な
は
れ
ぬ
に
淫
奔
す
る
事

は
な
ら
ぬ
と
云
也
。

『
集
註
』
か
ら
は
第
二
十
三
段
全
体
を
「
奔
女
を
刺
れ
り
」
と
い
う
段

と
し
て
理
解
す
る
態
度
が
窺
え
る
。「
六
礼
行
ひ
、
父
母
に
告
ず
し
て
夫

婦
と
な
る
」
女
は
「
奔
女
」
だ
と
い
う
。
続
く
「
第
三
段
に
二
条
后
を
父

母
の
お
ぼ
し
た
つ
る
事
」
か
ら
、『
伊
勢
物
語
』
第
三
段
で
、
二
条
后
が

ま
だ
女
御
と
し
て
入
内
す
る
前
に
、「
ひ
じ
き
藻
」
の
歌
を
か
わ
し
、
業

平
と
ひ
そ
か
に
通
じ
合
っ
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
な
が
ら
、
父
母
に
隠
し
て

男
と
交
際
す
る
こ
と
は
礼
法
に
そ
む
く
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、『
毛
詩
』

の
王
風
「
大
車
」
篇
を
引
用
し
つ
つ
、「
道
あ
る
世
に
は
法
を
恐
れ
て
奔

女
な
し
」
と
強
調
す
る
。「
奔
女
」
と
い
う
語
が
『
集
註
』
第
二
十
三
段

注
の
中
に
繰
り
返
さ
れ
、
そ
れ
は
『
毛
詩
』
と
と
も
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

『
伊
勢
物
語
』
注
釈
史
に
お
け
る
『
集
註
』
以
前
の
『
伊
勢
物
語
』
注

釈
書
の
中
に
は
、「
奔
女
」
の
用
例
が
見
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、

『
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
』

此
段
に
、
有
常
か
女
と
名
を
あ
ら
は
す
は
、
貞
女
の
名
誉
を
し
ら
す

る
故
也
。

『
伊
勢
物
語
惟
清
抄
』

此
段
ヲ
ハ
。
紀
有
常
カ
女
ノ
事
ト
云
ハ
。
貞
女
ノ
所
ヲ
。
ア
ラ
ハ
サ

ン
タ
也
。

『
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
』

　�

此
段
を
、
紀
の
有
常
が
女
の
事
と
い
ふ
は
、
貞
女
の
所
を
顕
さ
ん
為

也
。

な
ど
、
第
二
十
三
段
の
幼
な
じ
み
の
女
は
紀
有
常
の
娘
で
あ
り
、
貞
女
の
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視
一
、
何
也
。
対
曰
、
妾
受
二
父
母
教
一レ
採
レ
桑
、
不
レ
受
レ
教
レ
観
二
大

王
一
。
王
曰
、
此
奇
女
也
。
惜
哉
、
宿
瘤
。
女
曰
、
婢
妾
之
職
、

属
レ
之
不
レ
二
、
予
レ
之
不
レ
忘
。
中
心
謂
レ
何
。
宿
瘤
何
傷
。
王
大

悦
レ
之
曰
、
此
賢
女
也
。
命
二
後
車
一
載
レ
之
。
女
曰
、
賴
二
大
王
之

力
一
、
父
母
在
レ
内
、
使
下
妾
不
レ
受
二
父
母
之
教
一
、
而
随
中
大
王
上
、

是
奔
女
也
。
大
王
又
安
用
レ
之
。
王
大
慚
曰
、
寡
人
失
レ
之
。
又

曰
、
貞
女
一
礼
不
レ
備
、
雖
レ
死
不
レ
從
。
於
レ
是
王
遣
レ
帰
、
使
下
使

者
加
二
金
百
鎰
一
、
往
聘
中
迎
之
上
。

と
い
う
内
容
が
あ
り
、「
父
母
之
教
」
を
う
け
ず
「
大
王
」
に
従
え
ば

「
奔
女
」
に
な
る
。
そ
の
後
、
唐
の
『
蒙
求
』「
宿
瘤
採
桑
」
の
注
に
、

古
列
女
伝
、
斉
閔
王
之
后
、
項
有
二
大
瘤
一
、
号
曰
二
宿
瘤
一
。
初
閔

王
出
遊
至
二
東
郭
一
、
百
姓
尽
観
。
宿
瘤
採
レ
桑
如
レ
故
。
王
怪
問

曰
、
寡
人
出
遊
、
百
姓
無
二
少
長
一
皆
来
観
。
汝
不
二
一
視
一
何
也
。

対
曰
、
妾
受
二
父
母
教
一
採
レ
桑
、
不
レ
受
三
教
観
二
大
王
一
。
王
曰
、

此
奇
女
。
惜
哉
宿
瘤
。
女
曰
、
婢
妾
之
職
、
属
二
之
不
二
一
、
予
之

不
レ
忘
二
中
心
一
謂
レ
何
。
宿
瘤
何
傷
。
王
大
悦
曰
、
此
賢
女
也
。
命
二

後
乗
一
載
レ
之
。
女
曰
、
父
母
在
レ
内
、
使
二
妾
不
レ
受
レ
教
一
、
而
随
一レ

王
、
是
奔
女
也
。
王
安
用
レ
之
。
王
大
慚
、
遣
レ
帰
、
使
下
使
者
奉
礼

加
二
金
百
鎰
一
、
往
聘
贈
上レ
之
。

と
『
列
女
伝
』
を
引
用
し
て
い
る
。

宋
の
類
書
『
太
平
御
覧
』
五
十
九
「
醜
婦
人
」
に
も
「
女
不
受
父
母
之

教
而
随
大
王
是
奔
女
也
」
が
あ
り
、
同
じ
く
『
列
女
伝
』
を
引
用
す
る
の

で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
奔
女
」
と
い
う
語
の
使
用
は
『
列
女
伝
』
に
ま
で
遡
る
こ

と
が
で
き
、『
蒙
求
』、『
太
平
御
覧
』
な
ど
の
類
書
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ

聘
礼
が
あ
る
の
は
妻
に
な
る
が
、
な
い
ほ
う
が
妾
に
な
る
、
の
意
で
あ
る
。

日
本
の
中
世
で
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
元
の
字
書
『
古
今
韻
会
挙
要
』

に
は
、「
堂
上
謂
二
之
歩
一
、
門
外
謂
二
之
趨
一
、
中
庭
謂
二
之
走
一
、
大
路

謂
二
之
奔
一
（
中
略
）
左
伝
作
レ
賁
」
と
い
う
用
例
が
あ
り
、「
奔
」
は
大

路
に
走
る
と
い
う
意
味
を
表
す
。
ま
た
「
引
レ
詩
鶉
之
賁
賁
（
中
略
）
奔

字
古
作
レ
犇
、
礼
韻
重
出
二
犇
字
一
」
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
つ
ま
り
『
毛

詩
』
の
鄘
風
「
鶉
之
奔
奔
」
の
「
奔
」
は
古
く
は
「
賁
」
と
書
い
た
場
合

も
あ
り
、「
犇
」
は
「
奔
」
の
異
体
字
と
し
て
、
宋
の
礼
部
の
科
挙
に
用

い
る
た
め
の
韻
書
『
礼
部
韻
略
』
に
頻
出
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

『
古
今
韻
会
挙
要
』
の
中
に
は
男
女
交
際
、
礼
儀
な
ど
に
関
わ
る
「
奔
女
」

の
「
奔
」
に
当
て
は
ま
る
意
味
や
用
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

以
上
の
調
査
か
ら
見
る
と
、「
奔
」
と
い
う
字
に
は
、
本
来
は
「
走
る
」

の
意
味
が
あ
る
。『
国
語
』
に
「
恭
王
游
二
于
涇
上
一
、
密
康
公
従
、
有
二

三
女
奔
一レ
之
」、『
毛
詩
』
に
「
大
車
啍
啍
、
毳
衣
如
レ
璊
。
豈
不
二
爾

思
一
、
畏
レ
子
不
レ
奔
」、『
礼
記
』
に
「
聘
則
為
レ
妻
、
奔
則
為
レ
妾
」
な
ど

と
あ
る
よ
う
に
、
春
秋
時
代
か
ら
、
男
女
交
際
、
礼
儀
に
関
わ
る
「
奔
」

の
使
い
方
も
す
で
に
現
れ
た
が
、
元
の
字
書
『
古
今
韻
会
挙
要
』
ま
で
、

辞
書
類
に
は
定
着
し
て
い
な
い
状
況
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、「
奔
女
」
と
い
う
語
は
、
正
式
の
礼
を
備
へ
な
い
で
男
の
許
に

走
る
女
、
淫
奔
女
と
い
う
意
味
で
あ
る⑪

。
早
い
段
階
で
、
漢
の
『
列
女

伝
』「
辯
通
」
篇
の
「
斉
宿
瘤
女
」
に

宿
瘤
女
者
、
斉
東
郭
採
レ
桑
之
女
、
閔
王
之
后
也
。
項
有
二
大
瘤
一
、

故
号
曰
二
宿
瘤
一
。
初
閔
王
出
遊
、
至
二
東
郭
一
。
百
姓
尽
観
、
宿
瘤

女
採
レ
桑
如
レ
故
。
王
怪
レ
之
、
召
問
曰
、
寡
人
出
遊
、
車
騎
甚
衆
。

百
姓
無
二
少
長
一
、
皆
棄
レ
事
来
観
、
汝
採
二
桑
道
旁
一
、
曾
不
二
一



― 72 ―

『
蒙
求
』
講
義
の
聞
書
『
蒙
求
抄
』
に
、

私
ガ
父
母
ガ
家
中
ニ
候
教
モ
受
イ
デ
イ
ツ
タ
ラ
ハ
奔
女
ソ
毛
詩
ニ
ア

ル
コ
ト
ソ
妻
ヲ
ム
カ
エ
ル
ニ
ハ
六
礼
ガ
ア
ル
ゾ
其
礼
ヲ
セ
イ
テ
我
ト

ウ
シ
野
外
ナ
ド
デ
云
合
ス
ル
ヲ
奔
女
ト
云
ソ
奔
女
ヲ
后
ニ
セ
ラ
レ
テ
ハ

何
カ
ヨ
カ
ラ
ウ
ゾ
ト
云
ソ

と
い
う
内
容
が
見
ら
れ
る
。
傍
線
部
「
野
外
ナ
ド
デ
云
合
ス
ル
ヲ
奔
女
ト

云
ソ
」
は
、
礼
が
な
く
野
外
で
あ
う
行
動
を
起
こ
し
た
ら
奔
女
と
な
る
と

い
う
理
解
が
婚
姻
儀
礼
の
面
に
拘
ら
ず
、
一
般
儀
礼
に
か
か
わ
る
傾
向
が

窺
わ
れ
る
。

ま
た
、『
玉
塵
抄
』「
淇
」
の
項
目
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

淇
水
名
詩
送
我
乎
―
之
上
桑
中
桑
中
の
詩
ハ
毛
ノ
第
三
ニ
ア
リ
鄘

国
風
之
中
ナ
リ
桑
中
ノ
詩
ハ
奔
ヲ
刺
タ
ソ
奔
ハ
ハ
シ
ル
ナ
リ
奔
女
ト

云
ハ
人
ノ
女
ガ
邪
淫
ニ
メ
本
ノ
ヲ
ト
コ
カ
ク
イ
テ
ヨ
ソ
ノ
ヲ
ト
コ
ヲ

ス
ル
コ
ト
ソ
ソ
ン
チ
ア
ウ
ソ
コ
デ
イ
ツ
夜
ヨ
リ
ア
ワ
ウ
ト
云
コ
ト
ヲ

約
シ
テ
ヌ
ス
ミ
カ
ク
レ
テ
デ
ヤ
ウ
ソ
コ
丶
ラ
ニ
モ
デ
ア
イ
ト
云
ゲ
ナ

ソ
ヨ
メ
リ
セ
ヌ
ワ
カ
イ
女
モ
ナ
カ
タ
チ
ア
ツ
テ
ム
カ
イ
ノ
ヲ
ト
コ
縁

ヲ
云
イ
定
テ
六
礼
ヲ
ト
丶
ノ
エ
テ
ヨ
メ
リ
ム
カ
ユ
ル
者
ナ
リ
ソ
レ
モ

セ
イ
デ
ヌ
ス
ミ
ハ
シ
ク
テ
ヲ
ト
コ
ヲ
ス
ル
ソ
女
ワ
桑
ノ
采
ソ
ト
リ
桑

ノ
モ
ト
ニ
細
タ
チ
ヨ
ル
ホ
ド
桑
ノ
モ
ト
桑
ノ
林
ノ
中
ヤ
ア
タ
リ
テ
デ

ヤ
ウ
ソ
コ
丶
ノ
桑
中
ノ
詩
モ
ソ
ノ
コ
ト
ソ
桑
中
ノ
詩
ハ
衛
ノ
君
モ
夫

人
モ
男
女
ト
モ
ニ
淫
奔
シ
テ
政
ヤ
ブ
レ
ス
タ
ツ
タ
ソ
　

傍
線
部
の
よ
う
に
、「
奔
女
」
を
す
で
に
婚
姻
に
と
ど
ま
ら
ず
、
男
女
交

際
に
も
適
用
し
、「
邪
淫
」、「
淫
奔
」
な
ど
の
言
葉
と
同
時
に
使
う
よ
う

に
な
る
。

以
上
か
ら
見
る
と
、「
奔
女
」
と
い
う
言
葉
は
漢
籍
か
ら
出
典
し
、『
列

る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

一
方
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
源
光
行
『
蒙
求
和
歌
』
第
五
・
恋
部
「
宿
瘤

採
桑
」
に
、

宿
瘤
採
桑

宿
瘤
ハ
斉
東
郡
郭
ノ
女
也
。
項
ニ
シ
ヒ
子
ア
ル
ユ
ヱ
ニ
宿
瘤
ト
ナ
ツ

ケ
ヽ
リ
。
閔
王
ア
ソ
ヒ
ニ
イ
テ
ヽ
東
郭
ニ
イ
タ
リ
給
ニ
。
サ
ト
ヒ
ト

コ
ト
コ
ト
ク
ニ
ハ
シ
リ
サ
ワ
キ
テ
ミ
タ
テ
マ
ツ
ル
ニ
。
宿
瘤
桑
ノ
ハ

ヲ
ト
リ
テ
ヨ
コ
メ
モ
セ
サ
リ
ケ
ル
ヲ
。
王
チ
カ
ク
ヨ
リ
テ
ミ
給
ニ
。

ナ
マ
メ
キ
ヨ
シ
ア
リ
テ
。
カ
ホ
ア
カ
メ
テ
ハ
チ
シ
メ
ラ
ヘ
ル
サ
マ
ナ

リ
。
人
コ
ト
ニ
王
ヲ
ミ
タ
テ
マ
ツ
ル
ニ
。
宿
瘤
ミ
ヲ
ウ
コ
カ
ス
コ
ト

ナ
キ
ユ
ヱ
ヲ
ト
ハ
ル
ヽ
ニ
。
我
カ
チ
ヽ
ハ
ヽ
桑
ヲ
ト
レ
ト
云
ツ
レ

ハ
。
桑
ヲ
ト
リ
ハ
ム
ヘ
ル
ナ
リ
。
王
ヲ
ミ
タ
テ
マ
ツ
レ
ト
ハ
イ
ハ
サ

リ
ツ
ト
コ
タ
ヘ
申
ニ
。
イ
カ
ニ
モ
ユ
ヱ
ア
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
オ
ホ
シ

テ
。
車
ニ
メ
シ
ノ
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
。
我
父
母
内
ニ
ア
リ
。
コ
ヽ
ヨ
リ
メ

サ
レ
テ
マ
ヰ
ラ
ム
コ
ト
ハ
。
ス
テ
ニ
奔
女
ニ
ニ
タ
リ
。
後
ニ
ト
ノ
カ

レ
申
ニ
。
オ
ク
フ
カ
キ
心
ヲ
ハ
チ
テ
。
イ
ト
ヽ
心
ヲ
ウ
ツ
シ
タ
マ
ヒ

ツ
。
サ
テ
カ
ヘ
リ
給
テ
。
黄
金
百
鎰
ヲ
ツ
カ
ハ
シ
テ
ム
カ
ヘ
給
ニ
。

と
あ
り
、『
蒙
求
』「
宿
瘤
採
桑
」
の
故
事
を
和
訳
す
る
の
で
あ
る
。
傍
線

部
「
我
父
母
内
ニ
ア
リ
。
コ
ヽ
ヨ
リ
メ
サ
レ
テ
マ
ヰ
ラ
ム
コ
ト
ハ
。
ス
テ

ニ
奔
女
ニ
ニ
タ
リ
」
は
『
蒙
求
』
注
の
「
父
母
在
内
使
妾
不
受
教
而
随
王

是
奔
女
也
」
と
い
う
原
文
の
和
訳
と
し
て
、「
奔
女
」
と
い
う
語
の
意
味

変
化
が
見
ら
れ
な
い
。

『
蒙
求
』
大
永
五
年
書
写
本
の
頭
注
「
不
納
采
礼
而
娶
謂
奔
女
也
」
か

ら
、「
奔
女
」
は
「
采
礼
」、「
娶
」
と
関
わ
り
、
婚
姻
儀
礼
の
枠
で
意
味

が
生
じ
る
。
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然
、
服
二
毳
冕
一
以
决
レ
訟
。
箋
云
、
菼
、
𦯠
也
。
古
者
、
天
子
大
夫

服
二
毳
冕
一
以
巡
二
行
邦
国
一
、
而
決
二
男
女
之
訟
一
。
則
是
子
男
入

為
二
大
夫
一
者
。
毳
衣
之
属
、
衣
繢
而
裳
繍
、
皆
有
二
五
色
一
焉
、
其

青
者
如
レ

鵻
。
豈
不
二

爾
思
一
、
畏
レ

子
不
レ

敢
。
畏
二

子
大
夫
之

政
一
、
終
不
レ
敢
。
箋
云
、
此
二
句
者
、
古
之
欲
二
淫
奔
一
者
之
辞
。

我
豈
不
レ
思
三
与
レ
女
以
二
為
無
礼
一
与
。
畏
二
子
大
夫
来
聴
一レ
訟
、
将
レ

罪
レ
我
、
故
不
レ
敢
也
。
子
者
、
称
所
尊
敬
之
辞
。

と
あ
る
。『
毛
詩
抄
』
の
、

大
車シ
ャ

檻カ
ン

檻
た
り
、
毳セ
イ

衣
菼タ
ム

の
如
し
。
　
豈
・
爾
ぢ
を
思
は
ざ
ら
ん

や
、
子
に
畏お

ぢ

て
敢あ

へ

て
せ
ず

と
あ
わ
せ
て
見
る
と
、「
大
車
檻
たゝ
り
、
毳
衣
如
レ
菼
。
豈
不
ニ
爾
‐

思
一
。
畏
レ
子
不
レ
敢
云
々
」
は
原
文
の
引
用
、「
檻
は
車
の
行
声
な
り
。

毳
は
大
夫
の
服
也
」
は
「
檻
」
と
「
毳
」、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
の
説
明
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、「
古
に
は
大
夫
巡
行
し
て
男
女
の
乱
を
正
す
、
そ
れ
が
こ
は
さ

に
、
男
を
思
は
ぬ
で
は
な
け
れ
ど
も
、
礼
を
お
こ
な
は
れ
ぬ
に
淫
奔
す
る

事
は
な
ら
ぬ
と
云
也
」
は
、
同
じ
く
『
毛
詩
正
義
』
の
、

正
義
曰
、
経
三
章
、
皆
陳
三
古
者
大
夫
善
二
於
聴
レ
訟
之
事
一
也
。
陵

遅
、
猶
二
陂
阤
一
、
言
二
礼
義
廃
壊
之
意
一
也
。
男
女
淫
奔
、
謂
二
男
淫

而
女
奔
一
之
也
。
檀
弓
曰
、
合
葬
、
非
レ
古
也
。
自
二
周
公
一
以
来
、

未
二
之
有
一レ
改
。
然
則
周
法
始
二
合
葬
一
也
。
経
称
死
則
同
レ
穴
、
則

所
レ
陳
古
者
、
陳
二
周
公
以
来
賢
大
夫
一
。（
中
略
）
豈
不
二
爾
思
一
、

畏
レ
子
不
レ
敢
。
畏
二
子
大
夫
之
政
一
、
終
不
レ
敢
。
箋
云
、
此
二
句

者
、
古
之
欲
二
淫
奔
一
者
之
辞
。
我
豈
不
レ
思
三
与
レ
女
以
二
無
礼
一

与
。
畏
二
子
大
夫
来
聴
一レ
訟
、
将
レ
罪
レ
我
、
故
不
レ
敢
也
。（
中
略
）

女
伝
』、『
蒙
求
』
の
ル
ー
ト
を
通
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
て
、
中
世
の
抄
物

に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
集
註
』
は
抄
物
か
ら
影

響
を
受
け
て
「
奔
女
」
を
用
い
て
い
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　
　
　

三

次
に
、『
集
註
』
第
二
十
三
段
注
の
中
に
見
ら
れ
る
「
奔
女
」
の
語
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
こ
に
同
時
に
引
用
さ
れ
る
『
毛

詩
』
と
、
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に
注
目
す
る
。

『
集
註
』
第
二
十
三
段
注
冒
頭
に
、「
師
云
、
此
段
奔
女
を
刺
れ
り
」

と
、
師
説
に
言
及
し
、
さ
ら
に
、

師
云
、
道
あ
る
世
に
は
法
を
恐お
そ
れ

て
奔ほ
ん

女じ
ょ

な
し
。
詩し

経き
や
う

大た
い
き
よ
の
へ
ん
に

車
篇

曰
、
大
車
檻か
ん

たゝ
り
、
毳せ
い

衣い

如
レ
菼た
く

。
豈に不
ニ

爾
ラ
ン
ヤ
ナ
ン
ヂ

‐
思ヲ
ハ

一いち
。
畏テ
レ
子ヲ

不ズ
レ

敢
ア
ヘ
テ
セ

云
々
。
檻
は
車
の
行ゆ
く

声
な
り
。
毳せ
い

は
大
夫ふ

の
服
也
。

古
い
に
し
え

に
は
大
夫
巡じ
ゅ
ん
か
う行
し
て
男
女
の
乱
を
正た
だ

す
、
そ
れ
が
こ
は
さ
に
、
男

を
思
は
ぬ
で
は
な
け
れ
ど
も
、
礼
を
お
こ
な
は
れ
ぬ
に
淫
奔
す
る
事

は
な
ら
ぬ
と
云
也
。

と
注
釈
す
る
。「
道
あ
る
世
に
は
法
を
恐
て
奔
女
な
し
」
に
つ
い
て
説
明

す
る
た
め
に
、『
毛
詩
』「
大
車
」
篇
を
引
用
し
て
い
る
。

　『
毛
詩
』「
大
車
」
篇
に
、

　
大
車
檻
檻
　
　
毳
衣
如
菼
　
豈
不
爾
思
　
　
畏
子
不
敢

と
見
ら
れ
、『
毛
詩
正
義
』
に
、

大
車
檻
檻
、
毳
衣
如
レ
菼
。
大
車
、
大
夫
之
車
。
檻
檻
、
車
行
声

也
。
毳
衣
、
大
夫
之
服
。
菼
、
鵻
也
、
芦
之
初
生
者
也
。
天
子
大
夫

四
命
、
其
出
封
二
五
命
一
、
如
二
子
男
之
服
一
。
乗
二
其
大
車
一
檻
檻
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経
る
）
と
い
ひ
け
れ
ど
、
男
、
す
ま
ず
な
り
に
け
り
」
と
い
う
部
分
に
つ

い
て
、詩

経
ノ
三
氓バ
ウ
ノ

篇
ニ
衛エ
イ
ノ
セ
ン
コ
ウ

宣
公
の
時
に
上か
み

下し
も

淫い
ん

奔ほ
ん

し
て
男
に
た
ら
さ
れ
後の
ち

に
捨
て
ら
れ
て
配は
い

偶ぐ
う

を
失
う
し
な
ひ

て
後こ
う
く
は
い悔
す
る
事
を
い
へ
り
外グ
ハ
イ

言ケ
ン

不ズ
レ

入イ
レ

ニ
於
閫
ト
ジ
キ
ミ
ニ

一
内ダ
イ

言ゲ
ン

不ザ
ル

レ
出サ

閫
ト
ジ
キ
ミ
ヲ

こ
そ
礼
記
の
法
な
る
に
男
女
一
所

に
ゐ
て
媒
な
か
だ
ち

な
し
に
会く
は
い

す
る
果は
て

は
皆み
な

如
此
也
男だ
ん

女じ
ょ

無ト
キ
ハ

レ
別ヘ
ツ

淫い
ん

風
也

と
『
毛
詩
』
の
衛
風
「
氓
」
篇
を
引
用
し
て
、
主
人
公
の
男
と
高
安
の
女

は
「
媒
な
し
会
す
る
」
こ
と
は
礼
法
に
そ
む
き
、「
捨
て
ら
れ
て
配
偶
を

失
て
後
悔
す
る
」
こ
と
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
導
い
て

お
り
、
本
段
の
注
に
お
い
て
も
「
奔
女
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
て
も
よ

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
集
註
』
の
「
衛
宣
公
の
時
に
、
上
下
淫
奔
し
て
男
に
た
ら
さ
れ
、
後
に

捨
て
ら
れ
て
配
偶
を
失
て
後
悔
す
る
事
を
い
へ
り
」
は
、『
毛
詩
正
義
』
に
、

氓
、
刺
レ
時
也
。
宣
公
之
時
、
礼
儀
消
亡
。
淫
風
大
行
、
男
女
無
レ

別
、
遂
相
奔
誘
。
華
落
色
衰
、
復
相
棄
背
。
或
乃
困
而
自
悔
、
喪
二

其
妃
偶
一
、
故
序
二
其
事
一
以
風
焉
。
美
レ
反
レ
正
、
刺
二
淫
泆
一
也
。

と
あ
り
、『
毛
詩
抄
』
に
も
、

氓バ
ウ

は
時
を
刺
れ
り
。
宣
公
が
時
に
、
礼
儀
消
亡
し
て
、
淫
風
大
に
行お

は
る
。
男
女
別
無
し
、
遂
に
相
奔
り
誘あ
ざ
む

く
。
華
落を

ち
色
衰
へ
て
、

復ま
た

相
棄す

て
背そ
む

く
。
或
は
乃
困く
る
し

び
て
自み

ら
其
の
妃ハ
イ

偶ク
ウ

を
喪う
し
な

へ
る
こ
と

を
悔
ゆ
。
故
に
其
の
事
を
序つ
い

で
て
以
て
風
す
。
正
に
反か
へ

る
こ
と
を
美ほ
め

て
、
淫
泆イ
ツ

を
刺
る

の
よ
う
に
、「
氓
」
篇
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
の
説
明
の
な
か
に
見
ら
れ
る
。

ま
た
、『
集
註
』
の
「
外
言
不
レ
入
ニ
於
閫
一
内
言
不
レ
出
閫
こ
そ
礼
記
の

法
な
る
」
の
、「
礼
記
の
法
」
と
明
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、『
礼
記
』

正
義
曰
、
言
下
古
者
大
夫
乗
二
大
車
一
而
行
上
、
其
声
檻
檻
然
。
身
服
二

毳
冕
之
衣
一
、
其
有
二

青
色
一

者
。
如
二

菼
草
之
色
一
。
然
乗
二

大

車
一
、
服
二
毳
冕
一
巡
行
二
邦
国
一
、
決
二
男
女
之
訟
一
、
於
レ
時
男
女

莫
レ
不
レ
畏
レ
之
。
有
女
欲
レ
奔
者
、
謂
二
男
子
一
云
、
我
豈
不
二
於
汝
一レ

思
為
二
無
礼
之
交
一
与
。
畏
二
子
大
夫
之
政
一
、
必
将
レ
罪
レ
我
、
故

不
レ
敢
也
。
古
之
大
夫
使
レ
民
畏
レ
之
二
若
一レ
此
、
今
之
大
夫
不
レ
能
レ

然
、
故
陳
レ
古
以
刺
レ
之
也
。

と
い
う
部
分
と
、『
毛
詩
抄
』
の
、

大
車
は
周
の
大
夫
を
刺
れ
り
。
礼
義
・
陵
遅
し
て
、
男
女
・
淫
奔

す
。
故
に
古
を
陳
ベ
て
以
て
今
の
大
夫
の
男
女
の
訟
を
聴
く
こ
と
能

は
ざ
る
こ
と
を
刺
る
。

（
中
略
）

此
女
の
方
か
ら
云
ぞ
。
礼
儀
を
違
へ
て
な
り
共
、
そ
な
た
へ
あ
い
ま

ら
せ
た
い
、
か
う
思
は
ぬ
で
は
な
い
。
去
共
、
士
大
夫
の
成
敗
せ
ら

れ
う
が
赩
い
程
に
、
え
な
ら
ぬ
ぞ
と
云
也
。
古
は
か
や
う
に
民
に
を

ぢ
ら
れ
た
が
、
今
は
さ
う
な
い
よ
と
刺
た
ぞ
。
是
が
古
を
の
べ
て
今

を
刺
る
と
云
処
ぞ
。

と
い
う
部
分
と
を
見
る
と
、『
集
註
』
が
「
豈
不
爾
思
　
畏
子
不
敢
」
に

つ
い
て
言
う
と
こ
ろ
は
、『
毛
詩
』
の
注
釈
書
、
抄
物
な
ど
と
共
通
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、『
集
註
』
第
二
十
三
段
注
の
『
毛
詩
』「
大
車
」
篇
は
「
道

あ
る
世
に
は
法
を
恐
て
奔
女
な
し
」
を
説
明
す
る
た
め
に
あ
げ
ら
れ
て
い

る
と
見
ら
れ
る
が
、「
奔
女
」
と
の
か
か
わ
り
は
見
ら
れ
な
い
。『
集
註
』

は
、『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
冒
頭
の
部
分
だ
け
で
な
く
、
最
後
の
、

「（
君
来
む
と
言
ひ
し
夜
ご
と
に
過
ぎ
ぬ
れ
ば
頼
ま
ぬ
も
の
の
恋
ひ
つ
つ
ぞ
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四
章
言
二
困
而
自
悔
一
也
。
言
既
遂
矣
、
至
二
於
暴
一
矣
、
是
其
困

也
。
躬
自
悼
矣
、
尽
亦
已
焉
哉
、
是
自
悔
也
。

と
あ
り
、『
毛
詩
抄
』
に
も
、

無
別
と
云
は
外
言
不
入
於
閫
、
内
言
不
出
於
閫
、
と
云
て
一
切
知
せ

ぬ
が
礼
記
の
法
で
あ
る
ぞ
。
あ
る
を
今
一
處
に
い
て
、
男
子
が
女
を

た
ら
い
た
程
に
、
誠
か
と
思
ふ
て
行
ぞ
。
誘
と
云
を
男
に
か
け
、
奔

と
云
を
女
に
か
け
て
見
よ
ぞ
。
十
日
の
紅
と
云
も
、
や
が
て
衰
る

ぞ
。
人
も
二
十
か
ら
三
十
に
成
て
衰
る
は
、
ち
や
つ
と
の
事
ぞ
。
新

昏
に
淫
し
て
、
も
と
の
女
を
ば
捨
た
ぞ
。
始
た
ら
さ
れ
て
、
其
間
辛

苦
辛
労
を
し
て
、
色
衰
へ
て
捨
ら
れ
て
、
男
女
の
配
偶
を
失
た
を
後

悔
し
た
事
ぞ
。
爰
を
風
刺
し
て
作
た
ぞ
。

と
見
ら
れ
る
。

『
集
註
』
の
「
外
言
不
レ
入
ニ
於
閫
一
内
言
不
レ
出
閫
」
は
、「
氓
」
篇
に

か
か
わ
り
、『
毛
詩
正
義
』、『
毛
詩
抄
』
な
ど
に
も
言
及
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、『
礼
記
』
か
ら
直
接
引
用
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、『
毛
詩
正

義
』、『
毛
詩
抄
』
な
ど
を
経
由
し
て
享
受
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。

『
集
註
』
は
、
こ
の
段
に
つ
い
て
、「
男
女
一
所
に
ゐ
て
、
媒
な
し
に

会
す
る
果
は
皆
如
此
也
」
と
結
論
を
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
見
て
き
た

よ
う
に
、『
毛
詩
正
義
』、『
毛
詩
抄
』
と
共
通
し
て
お
り
、『
集
註
』
独
自

の
内
容
と
は
言
え
な
い
が
、「
媒
な
し
に
会
す
る
果
は
皆
如
此
也
」
と
い

う
点
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
、『
集
註
』
の
独
自
性
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
態
度
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、『
毛
詩
抄
』「
氓
」
篇
の
「
匪
我

愆
期
　
子
無
良
媒
　
将
子
無
怒
　
秋
以
為
期
」
の
句
に
つ
い
て
、

い
や
と
云
は
、
媒
も
あ
ら
う
ず
に
、
直
に
仰
ら
る
ゝ
は
何
と
し
た
事

ぞ
。
媒
で
仰
ら
れ
い
ぞ
。
い
く
ま
い
で
は
候
ぬ
。
か
ま
い
て
腹
立
な

「
曲
礼
上
」、

男
女
不
二
雜
坐
一
、
不
レ
同
二
椸
枷
一
、
不
レ
同
二
巾
櫛
一
、
不
二
親
授
一
、

嫂
叔
不
レ
通
問
、
諸
母
不
レ
漱
レ
裳
レ
。
外
言
不
レ
入
二
於
梱
一
、
内
言

不
レ
出
二
於
梱
一
。
女
子
許
レ
嫁
纓
、
非
レ
有
二
大
故
一
、
不
レ
入
二
其

門
一
。
姑
姊
妹
女
子
子
。
已
レ
嫁
而
反
、
兄
弟
弗
二
与
同
レ
席
而
坐
一
、

弗
二
与
同
レ
器
而
食
一
。
皆
為
三
重
レ
別
防
二
淫
乱
一
。
不
二
雑
坐
一
、
謂
二

男
子
在
レ
堂
、
女
子
在
一レ
房
也
。
椸
可
二
以
枷
一レ
衣
者
。
通
レ
問
謂
二
相

称
謝
一
也
。
諸
母
、
庶
母
也
。
漱
、
浣
也
。
庶
母
賎
。
可
レ
使
レ
漱
レ

衣
、
不
レ
可
レ
使
レ
漱
レ
裳
。
裳
賎
、
尊
レ
之
也
。
尊
レ
之
者
亦
所
二
以

遠
一レ
別
。
外
言
、
内
言
、
男
女
之
職
也
。
不
二
出
入
一
者
、
不
二
以
相

問
一
也
。
梱
、
門
限
也
。
女
子
許
嫁
繫
レ
纓
。
有
二
從
レ
人
之
端
一
也
。

大
故
、
宮
中
有
二
災
変
若
疾
病
一
、
乃
後
入
也
。
女
子
有
レ
宮
者
、
亦

謂
下
由
二
命
士
一
以
上
上
也
。
春
秋
伝
曰
、
群
公
子
之
舎
、
則
已
卑

矣
。
女
子
十
年
而
不
レ
出
。
嫁
及
成
人
可
二
以
出
一
矣
。
猶
不
下
与
二
男

子
一
共
席
而
坐
、
亦
遠
別
也
。

の
部
分
に
確
認
で
き
る
が
、『
毛
詩
正
義
』
に
も
、

言
二
男
女
無
一レ
別
者
、
若
三
外
言
不
レ
入
二
於
閫
一
内
言
不
レ
出
二
於

閫
一
、
是
有
レ
別
也
。
今
交
見
二
往
来
一
、
是
無
レ
別
也
。
奔
誘
者
、

謂
二
男
子
誘
一レ
之
、
婦
人
奔
レ
之
也
。
華
落
、
色
衰
、
一
也
、
言
二
顔

色
之
衰
一
、
如
二
華
之
落
一
也
。
或
乃
困
而
自
悔
者
、
言
二
当
時
皆
相

誘
一
、
色
衰
乃
相
棄
、
其
中
或
有
三
困
而
自
悔
棄
喪
二
其
妃
耦
一
者
、

故
叙
二
此
自
悔
之
事
一
、
以
風
二
刺
其
時
一
焉
。
美
者
、
美
二
此
婦
人

反
レ
正
自
悔
一
、
所
三
以
刺
二
当
時
之
淫
泆
一
也
。
復
相
棄
背
以
上
、
総

言
二
当
時
一
国
之
事
一
。
或
乃
困
而
自
悔
以
下
、
叙
二
此
経
所
レ
陳

者
一
、
是
困
而
自
悔
之
辞
也
。
上
二
章
説
二
女
初
奔
レ
男
之
事
一
、
下
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第
二
十
三
段
注
は
、『
毛
詩
抄
』「
氓
」
篇
の
よ
う
な
「
奔
女
」
が
あ
ら
わ

れ
る
章
段
か
ら
「
奔
女
」
の
概
念
を
得
て
、「
奔
女
」
が
あ
ら
わ
れ
て
い

な
い
『
毛
詩
抄
』「
大
車
」
篇
と
も
関
連
づ
け
て
、
な
ぜ
『
伊
勢
物
語
』

第
二
十
三
段
が
「
媒
」
を
重
視
し
て
「
奔
女
」
を
風
刺
す
る
一
段
な
の

か
、
と
い
う
問
題
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。

『
集
註
』
第
二
十
三
段
注
の
『
毛
詩
』
の
引
用
は
、『
毛
詩
抄
』
か
ら

の
引
用
と
見
ら
れ
る
が
、
先
述
し
た
『
集
註
』
第
六
段
注
の
、
忠
実
な
引

用
と
は
異
な
り
、『
毛
詩
抄
』
か
ら
習
得
し
た
概
念
を
主
体
的
に
活
か
し

て
、
注
釈
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

お
わ
り
に

『
集
註
』
が
『
伊
勢
物
語
』
を
注
釈
す
る
際
、
大
量
に
あ
げ
る
『
毛

詩
』
は
、『
毛
詩
』
そ
の
も
の
、
或
い
は
「
伝
箋
」、『
毛
詩
正
義
』
な
ど

注
釈
書
か
ら
の
引
用
で
は
な
く
、
清
原
宣
賢
の
『
毛
詩
抄
』
に
依
拠
し
て

い
る
と
見
ら
れ
る
。『
集
註
』
第
六
段
注
は
『
毛
詩
抄
』
を
忠
実
に
引
用

す
る
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
、『
毛
詩
』
と
同
時
に
引

用
さ
れ
る
漢
籍
、
例
え
ば
『
左
伝
』
な
ど
も
『
毛
詩
抄
』
に
見
ら
れ
る
も

の
で
、
直
接
的
な
引
用
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

一
方
で
、『
伊
勢
物
語
』
注
釈
史
に
お
い
て
『
集
註
』
以
前
に
は
ま
っ

た
く
見
ら
れ
な
い
、『
集
註
』
が
『
毛
詩
』
と
と
も
に
引
用
す
る
「
奔
女
」

と
い
う
語
は
、
室
町
時
代
の
抄
物
類
、
特
に
『
毛
詩
抄
』
か
ら
引
用
し
た

可
能
性
が
高
い
。

さ
ら
に
、『
集
註
』
は
単
に
『
毛
詩
抄
』
の
内
容
を
引
用
す
る
こ
と
に

と
ど
ま
ら
ず
、
第
二
十
三
段
注
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
奔
女
」
等
儒
教
的

な
概
念
と
主
張
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
物
語
の
登
場
人
物
の
行
動
へ
の
批

せ
ら
れ
そ
。
秋
に
成
て
参
う
、
媒
を
尋
て
仰
ら
れ
い
ぞ
。
さ
無
け
れ

ば
、
奔
女
に
成
候
程
に
ぞ
。

と
見
ら
れ
る
、
媒
が
な
け
れ
ば
奔
女
に
な
る
か
ら
、
良
い
媒
を
探
し
て
私

の
と
こ
ろ
に
尋
ね
て
く
だ
さ
い
と
い
う
女
性
の
願
い
を
い
う
と
こ
ろ
と
共

通
す
る
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の
中
に
、「（
媒
）
無
け
れ
ば
、
奔

女
に
成
候
程
に
ぞ
」
と
あ
り
、「
奔
女
」
と
い
う
語
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、『
毛
詩
正
義
』
該
当
の
部
分
を
見
る
と
、

男
子
欲
レ
即
二
於
夏
中
一
以
為
レ
期
、
已
即
謂
レ
之
、
非
二
我
欲
一レ
得
レ

過
二
子
之
期
一
、
但
子
無
二
善
媒
一
来
レ
告
二
其
期
時
一
、
近
恐
難
レ
可
レ

会
、
故
願
子
無
レ
怒
二
於
我
一
、
与
レ
子
秋
以
為
レ
期
。（
中
略
）
又
下

云
三
匪
二
我
愆
一レ
期
、
則
男
子
於
レ
此
与
レ
之
設
レ
期
也
、
故
知
三
且
為
二

会
期
一
。

と
『
毛
詩
抄
』
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
こ
こ
に
は
「
奔
女
」
と
い
う
語
は

見
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
、『
集
註
』
第
二
十
三
段
注
の
、「
媒
な
し
に
会
す
る
果
は
皆
如

此
也
」
を
強
調
す
る
態
度
と
「
奔
女
」
の
理
解
は
、『
毛
詩
』
そ
の
も
の

か
ら
得
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、「
伝
箋
」、
さ
ら
に
『
毛

詩
正
義
』
な
ど
注
釈
書
を
経
由
し
た
理
解
で
も
な
い
。
そ
れ
は
『
毛
詩

抄
』
に
依
拠
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
左
の
図
に
示
す
よ
う
に
、

毛
詩
抄

⎧
⎨

⎩
大
車
奔
女×

氓奔
女○

集
註

奔
女

⎧
⎨

⎩

大
車

氓
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『
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
』：
文
明
九
年
本
　
伊
勢
物
語
古
注
釈
大
成
　
第
三

巻
　
笠
間
書
院

『
伊
勢
物
語
惟
清
抄
』：
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
　
伊
勢
物
語
古

注
釈
大
成
　
第
四
巻
　
笠
間
書
院

『
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
』：
寛
永
十
九
年
刊
本
　
伊
勢
物
語
古
注
釈
大
成
　

第
五
巻
　
笠
間
書
院

『
説
文
解
字
』：
静
嘉
堂
蔵
北
宋
刊
本
　
四
部
叢
刊
初
編

『
古
今
韻
会
挙
要
』：
大
化
書
局

『
国
語
』：
杭
州
葉
氏
蔵
明
嘉
靖
翻
宋
刊
本
　
四
部
叢
刊
初
編

『
礼
記
』：
上
海
涵
芬
楼
藏
宋
刊
本
　
四
部
叢
刊
初
編

『
大
漢
和
辞
典
』：
大
修
館
書
店
　
修
訂
第
二
版

『
列
女
伝
』：
景
長
沙
葉
氏
観
古
堂
蔵
明
刊
本
　
四
部
叢
刊
初
編

『
蒙
求
』：
新
釈
漢
文
大
系

『
太
平
御
覧
』：
静
嘉
堂
文
庫
藏
宋
刊
本
　
四
部
叢
刊
三
編

『
日
本
国
語
大
辞
典
』：
小
学
館

『
蒙
求
和
歌
』：
内
閣
文
庫
蔵
甲
本
　
角
川
書
店

『
蒙
求
抄
』：『
抄
物
大
系
・
蒙
求
抄
』　
勉
誠
社

『
玉
塵
抄
』：『
古
辞
書
抄
物
　
韻
府
群
玉
・
玉
塵
抄
』
近
思
文
庫
古
辞
書

研
究
会

判
を
通
し
て
、
義
理
や
礼
法
を
繰
り
返
し
唱
え
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ

る
。『
集
註
』
全
体
に
お
け
る
『
毛
詩
』
の
引
用
状
況
は
、
付
録
資
料
の

表
に
示
し
た
よ
う
に
、
ほ
ぼ
、『
毛
詩
抄
』
か
ら
忠
実
に
引
用
す
る
も
の

と
、
そ
の
説
を
活
用
し
て
展
開
す
る
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る⑫

。

『
集
註
』
は
、
た
と
え
ば
第
二
十
三
段
注
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、『
伊

勢
物
語
』
と
は
関
係
が
薄
い
、「
奔
女
」
の
よ
う
な
儒
教
的
な
概
念
を
用

い
、
全
体
を
「
奔
女
」
を
風
刺
す
る
章
段
と
捉
え
る
よ
う
な
注
釈
を
し
て

い
る
。
こ
の
点
は
従
来
の
注
釈
書
と
は
異
な
る
特
徴
と
い
え
る
。『
集
註
』

で
は
、
物
語
を
忠
実
に
注
釈
す
る
姿
勢
が
後
退
し
て
い
る
一
方
で
、
儒
教

的
な
概
念
、
礼
法
を
、
物
語
を
離
れ
て
ま
で
主
張
す
る
態
度
が
強
く
な
っ

て
い
く
傾
向
が
窺
え
る
。
つ
ま
り
、『
伊
勢
物
語
』
を
注
釈
す
る
た
め
に

漢
籍
を
引
用
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
漢
籍
あ
る
い
は
そ
の
注
釈

書
や
聞
書
を
経
由
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
窺
わ
れ
る
儒
教
的
な
認
識
、
た

と
え
ば
、「
六
礼
行
ひ
、
父
母
に
告
ず
し
て
夫
婦
と
な
る
を
奔
女
と
い
ふ⑬

」 

等
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。『
集
註
』
の
漢
籍
引
用
に

具
体
的
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
人
々
に
愛
読
さ
れ
て
い
る
『
伊
勢
物
語
』

を
通
し
て
男
女
の
淫
奔
な
行
動
を
批
判
し
、
儒
教
的
な
徳
目
を
主
張
し

て
、
教
化
、
教
育
に
向
か
お
う
と
す
る
こ
の
注
釈
書
の
特
異
な
あ
り
よ
う

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

使
用
テ
キ
ス
ト

『
伊
勢
物
語
集
註
』：
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
承
応
二
年
刊
本

『
毛
詩
』：『
詩
経
』
新
釈
漢
文
大
系

『
毛
詩
正
義
』：『
十
三
経
注
疏
・
毛
詩
正
義
』
北
京
大
学
出
版
社

『
毛
詩
抄
』：『
毛
詩
抄
　
詩
経
』
岩
波
書
店
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伊
勢

毛
詩

他

１
段

邶
風
・
柏
舟

鄭
風
・
将
仲
子

檜
風
・
匪
風

小
雅
・
賓
之
初
筵

王
風
・
葛
藟

小
雅
・
采
薇

尚
書

礼
記

易
経

３
段

毛
詩
（
書
名
）

礼
記

５
段

大
雅
・
緜

易
経

尚
書

左
伝

礼
記

周
礼

６
段

小
雅
・
采
薇

鄭
風
・
大
叔
于
田

鄘
風
・
桑
中

秦
風
・
黄
鳥

易
経

左
伝

論
語

９
段

小
雅
・
無
羊

漢
書

尚
書

礼
記

１
２
段

大
雅
・
桑
柔

左
伝

２
３
段

小
雅
・
小
宛

王
風
・
大
車

衛
風
・
氓

漢
書

左
伝

３
１
段

召
南
・
小
星

大
雅
・
蕩

小
雅
・
何
人
斯

孟
子

尚
書

玉
篇

３
７
段

鄭
風
・
有
女
同
車

４
０
段

小
雅
・
雨
無
正

鄘
風
・
蝃
蝀

礼
記

白
居
易

蒙
求

尚
書

４
１
段

小
雅
・
車
攻

秦
風
・
蒹
葭

礼
記

白
居
易

４
２
段

周
南
・
關
雎

４
５
段

小
雅
・
鴻
雁

文
選

国
語

素
問

４
６
段

王
風
・
采
葛

小
雅
・
角
弓

論
語

４
８
段

豳
風
・
伐
柯

邶
風
・
泉
水

論
語

４
９
段

毛
詩
（
書
名
）

孟
子

５
４
段

召
南
・
行
露

周
礼

左
伝

５
８
段

大
雅
・
公
劉

小
雅
・
楚
茨

小
雅
・
大
田

礼
記

６
３
段

曹
風
・
鳲
鳩

小
雅
・
蓼
蕭

小
雅
・
庭
燎

衛
風
・
凱
風

周
南
・
漢
広

孝
経

劉
向

６
４
段

邶
風
・
静
女

召
南
・
草
蟲

漢
書

論
語

６
５
段

小
雅
・
正
月

中
庸

易
経

尚
書

広
韻

文
選

左
伝

周
礼

６
９
段

小
雅
・
車
攻

曹
風
・
下
泉

周
頌
・
時
邁

尚
書

礼
記

孟
子

文
選

７
１
段

小
雅
・
小
旻

小
雅
・
小
弁

周
易

７
７
段

大
雅
・
緜

礼
記

文
選

７
９
段

斉
風
・
猗
嗟

小
雅
・
小
弁

文
選

礼
記

８
１
段

小
雅
・
緜
蛮

黄
庭
堅

礼
記

８
２
段

小
雅
・
大
車

小
雅
・
四
月

淮
南
子

曹
植

事
林
広
記

８
３
段

大
雅
・
瞻
仰

小
雅
・
鹿
鳴

賈
島

８
８
段

小
雅
・
常
棣

白
居
易

９
３
段

小
雅
・
巧
言

９
９
段

豳
風
・
七
月

大
雅
・
韓
奕

礼
記

１
０
０
段
衛
風
・
伯
兮

養
生
論

１
０
３
段
魯
頌
・
有
駜

論
語

千
金
方

１
０
４
段
邶
風
・
緑
衣

礼
記

１
１
１
段
小
雅
・
節
南
山

左
伝

１
１
３
段
周
南
・
桃
夭

大
雅
・
思
斉

尚
書

１
１
４
段

小
雅
・
鴛
鴦

小
雅
・
車
攻

小
雅
・
吉
日

鄭
風
・
大
叔
于
田

斉
風
・
盧
令

周
礼

蘇
東
坡

周
易

黄
庭
堅

１
１
６
段
小
雅
・
頍
弁

周
頌
・
小
毖

１
２
０
段
衛
風
・
氓

資
治
通
鑑

１
２
５
段
大
雅
・
采
菽

易
経

付
録
表
：
伊
勢
―
『
伊
勢
物
語
』　
毛
詩
―
『
集
註
』
が
引
用
す
る
『
毛
詩
』
章
段
　
他
―
『
集
註
』
が
引
用
す
る
他
の
漢
籍
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注
① �『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
文
庫
・
一
九
八
三
）
第
一
巻
の
「
伊
勢
物
語
集

註
」
の
項
目
に
よ
る
。

② �
筆
者
が
作
成
し
た
付
録
資
料
の
統
計
に
よ
る
。

③ �『
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究
』
四
四
九
頁
・
大
津
有
一
著
・
増
訂
版
・
八
木
書

店
・
一
九
八
六

④ �『
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
古
注
釈
叢
刊
』
第
八
巻
・
四
八
九
頁
・
片
桐
洋
一 

山
本

登
朗
編
・
八
木
書
店
・
二
〇
〇
一

⑤ �『
伊
勢
物
語
論
』「
文
体
・
主
題
・
享
受
」
三
六
七
頁
・
山
本
登
朗
・
笠
間
書
院
・

二
〇
〇
一

⑥ �

本
論
文
で
『
毛
詩
』
の
原
文
を
引
用
す
る
際
、
当
該
部
の
『
毛
詩
抄
』
の
訓
読
を

参
考
と
し
て
後
に
付
け
る
。

⑦ �『
毛
詩
』「
国
風
・
王
風
」
の
「
大
叔
于
田
」
篇
　『
十
三
経
注
疏
』『
毛
詩
正
義
』

⑧ �

孔
穎
達
の
『
毛
詩
正
義
』
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
後
、『
毛
詩
』
の
享
受
と
研
究

は
ほ
ぼ
『
毛
詩
正
義
』
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
（『
毛
詩
抄
　
詩
経
』　
岩
波
書
店
　

一
九
九
六
　
解
説
、
緒
言
な
ど
に
よ
る
）
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
説
を
わ
か

り
や
す
く
示
す
た
め
に
「
毛
伝
」、「
鄭
箋
」
を
挙
げ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
関
し

て
、『
毛
詩
抄
　
詩
経
』（
岩
波
書
店
　
一
九
九
六
）「
小
雅
・
節
南
山
之
什
」
の

「
小
旻
」
篇
に
は
「
古
点
を
悪
と
申
事
は
、
い
わ
れ
ぬ
事
な
れ
ど
も
、
正
義
の
わ

た
ら
ぬ
前
に
付
た
点
ぢ
や
程
に
、
ち
が
う
た
が
名
誉
ぞ
。
何
か
正
義
の
わ
た
ら
ぬ

に
、
付
ら
れ
う
事
で
は
な
い
ぞ
。
是
が
家
の
義
ぞ
。
正
義
に
ち
が
う
た
と
云
て
べ

た
〳
〵
と
け
さ
れ
ま
い
ぞ
」
と
述
べ
て
お
り
、
清
原
家
説
と
『
毛
詩
正
義
』
を
対

照
し
な
が
ら
講
義
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

⑨ �『
有
識
故
実
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
九
六

⑩ �『
春
秋
左
伝
注
疏
』「
昭
公
二
十
五
年
」　『
十
三
経
注
疏
』『
春
秋
左
伝
正
義
』

⑪ �『
大
漢
和
辞
典
』
鎌
田
正
・
米
山
寅
太
郎
編
・
大
修
館
書
店
・
二
〇
〇
〇

⑫ �『
毛
詩
抄
』
を
講
述
し
た
清
原
宣
賢
は
、「
伝
箋
」、『
毛
詩
正
義
』
に
よ
り
な
が

ら
、
さ
ら
に
新
注
も
参
考
に
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。「
伝
箋
」
に
よ
る
古
点
の

異
同
を
明
ら
か
に
し
、
大
江
家
の
訓
読
な
ど
も
取
り
入
れ
て
お
り
、
幅
広
く
諸
説

を
取
捨
選
択
し
、
毛
詩
講
述
を
集
大
成
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
、
足
利
衍
述
氏

（『
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
学
』
有
明
書
房
・
一
九
七
〇
）
な
ど
先
学
に
よ
り
研
究
さ

れ
て
き
た
。
ま
た
、
和
島
芳
男
氏
の
研
究
（『
中
世
の
儒
学
』
新
装
版
・
吉
川
弘

文
館
・
一
九
九
六
）
に
よ
る
と
、
清
原
宣
賢
は
中
央
京
師
に
あ
っ
て
、
後
柏
原
・

後
奈
良
両
帝
の
侍
読
を
つ
と
め
、
将
軍
家
足
利
義
稙
・
義
晴
の
師
と
な
り
、
三
条

西
実
隆
か
ら
『
毛
詩
』
の
合
点
を
求
め
ら
れ
、
実
隆
の
子
公
条
の
師
と
な
っ
て

『
毛
詩
』
な
ど
を
授
け
た
。
一
方
、
本
論
文
の
は
じ
め
に
す
で
に
述
べ
た
が
、『
集

註
』
が
編
纂
さ
れ
た
一
華
堂
切
臨
は
、
実
隆
の
孫
実
澄
か
ら
切
臨
の
師
で
あ
る
乗

阿
へ
伝
え
ら
れ
た
「
奥
義
」
を
重
ん
じ
て
学
統
を
受
け
継
い
で
い
た
。
そ
れ
で
、

三
条
西
家
の
学
統
を
通
し
て
、
一
華
堂
乗
阿
と
切
臨
が
清
原
宣
賢
『
毛
詩
抄
』
の

影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
毛
詩
抄
』
は
『
毛
詩
』

の
聞
書
と
し
て
、
比
較
的
口
語
的
な
要
素
が
多
く
、
室
町
時
代
の
国
語
資
料
と
し

て
注
目
さ
れ
た
。『
集
註
』
の
『
毛
詩
』
の
引
用
状
況
か
ら
、『
毛
詩
抄
』
は
江
戸

前
期
の
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
書
に
影
響
を
与
え
、
継
承
さ
れ
る
こ
と
も
窺
え
る
。

⑬ �『
伊
勢
物
語
集
註
』
第
二
十
三
段
注

付
記本

稿
は
平
成
三
十
年
十
月
の
筑
波
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
第
四
十
一
回
大
会
に
お

い
て
、「『
伊
勢
物
語
集
註
』
に
お
け
る
『
毛
詩
』
の
引
用
」
の
題
目
で
発
表
し
た
内
容
を

も
と
に
し
た
も
の
で
す
。
御
教
示
を
賜
っ
た
方
々
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
あ
ん
　
せ
い
　
筑
波
大
学
大
学
院
　
人
文
社
会
科
学
研
究
科
）




